
名古屋女子大学学則（案） 

  第１章 総 則 

 （目的） 

第１条 名古屋女子大学（以下「本学」という。）は、教育基本法、学校教育法にのっとる女性最高の教育機 

 関として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的道徳的及び応用的能力を養い、   

 もって、文化の向上、社会福祉の増進に貢献し得る有為の女性を育成することを目的とする。 

 （自己点検・評価） 

第１条の２ 本学は、その教育研究水準の向上を図り、第１条の目的及び社会的使命を達成するため、教育研

究活動等の状況について自ら点検及び評価を行う。 

２ 前項の点検及び評価に関することは、別に定める。 

第２章 組 織 

（学部、学科、収容定員及び教育目的） 

第２条 本学に家政学部生活環境学科、健康科学部健康栄養学科及び看護学科、医療科学部理学療法学科及び

作業療法学科並びに文学部児童教育学科（児童教育学専攻・幼児保育学専攻）を置き、収容定員は、次

のとおりとする。 

学 部 学 科 ・ 専 攻 入学定員 収容定員 

家政学部 生活環境学科 ８０名 ３２０名 

健康科学部 
健康栄養学科 １６０名 ６４０名 

看護学科 ８０名 ３２０名 

医療科学部 
理学療法学科 ５０名 ２００名 

作業療法学科 ３０名 １２０名 

文学部 児童教育学科 
児童教育学専攻 ８０名 ３２０名 

幼児教育学専攻 １２０名 ４８０名 

２ 学部、学科及び専攻の教育目的 

（１）家政学部 

日常生活を総合的に捉え、衣食住を中心に生活と関わりの深いビジネスや情報を含む家政学に関する専

門知識や技術を学び、道徳的および応用的能力を養い、もって文化の向上と社会貢献し得る人材の育成を

目的とする。 

生活環境学科 

循環型社会における生活のあり方を探究し、住環境、衣環境、食環境を主とした家政学分野および 

ビジネス情報環境等の専門知識や技術を有する人材の育成を目的とする。 

（２）健康科学部 

 医療の場における栄養管理や看護を担い、医師、歯科医師、理学療法士、作業療法士等のコメディカル

と協働してチーム医療が行える人材の育成を目的とする。 
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① 健康栄養学科

人々の健康の維持・増進、疾病の予防・治療に食と栄養の立場から寄与し、医学的根拠に基づいて、

在宅、施設、病院等でチーム医療が実践できる管理栄養士の養成を目的とする。 

  ②看護学科 

看護専門識者の実践活動に理論的根拠を与え、人々が健康かつ安寧な生活を送ることができるように、

一人ひとりを尊重する立場から支援する方法を追求し、高い教養と、生命への畏怖、豊かな人間性を

備え、看護の専門職としての知識・技術・態度を基に、“身近に寄り添い・行き届く看護”を目指し、

総ての健康レベルの人々に対応した健康と福祉に貢献できる人材の育成を目的とする。 

（３）医療科学部 

 地域住民の健康の維持と増進、疾病と障害の予防に対し、専門知識と技能を生かして社会貢献できる、

また、人を思いやる心を持って医療専門的能力を発揮できる女性の理学療法士と作業療法士の養成を目的

とする。 

① 理学療法学科

理学療法の対象となる人々に対し、理学療法を用い健康とより豊かな生活を可能にする支援を実践し、

社会に貢献できる人材の育成を目的とする。 

② 作業療法学科

活動制限や参加制約による「生活障害」のある人々に対し、作業療法を持って生活の再構築の支援を実

践し社会に貢献できる人材の育成を目的とする。 

（４）文学部 

現代社会の多角的なニーズに的確に応えられ、教育の分野を中心にして社会の文化向上に貢献できる専

門的な職能人の育成を目的とする。 

児童教育学科 

子どもに関わる社会的・教育的背景を広く学び、教育の理論と時代の変化に対応できるコミュニケー

ション能力や実践力を身につけ、高い教養と専門性をもって、社会に貢献できる職能人としての教育者

（幼稚園教諭・小学校教諭・中学校教諭・保育士）の育成を目的とする。 

ア 児童教育学専攻

教育・保育に関する専門的知識や技能に加えて、教育者に求められる豊かな人間性や社会性およ

び英語指導力を身につけた高度な指導力のある幼稚園教諭、小学校教諭、中学校教諭、保育士の育

成を目的とする。

イ 幼児保育学専攻

子どもの成長に関わる基礎的・専門的知識を広く学び、乳幼児の保育と地域の子育て環境づくり

をサポートできる、高度な指導力を備えた保育士や幼稚園教諭の育成を目的とする。
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（大学院） 

第２条の２ 本学に大学院を置く。 

２ 前項の大学院に置く研究科並びに専攻及び収容定員は、次のとおりとする。 

研 究 科 課  程 専  攻 入学定員 収容定員 

生 活 学 研 究 科 修士課程 食物栄養学専攻 ６名 １２名 

３ 大学院に関する規則は、別に定める。 

第３章 修業年限、学年、学期及び休業日 

（修業年限） 

第３条 本学の修業年限は、４年とする。ただし、８年をこえて在学することはできない。 

２  前項の規定にかかわらず、第３７条の２第１項に定める長期履修学生の在学年限は１２年とする。 

第４条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終る。 

第５条 学年は、次の２期に分ける。 

(1) 前期 ４月１日から９月20日まで

(2) 後期 ９月21日から翌年３月31日まで

（休業日） 

第６条 次の各号に掲げる日は、休業日とする。ただし、学長は必要があると認めるときは、休業日に授業を

行うことができる。 

(1) 日曜日及び土曜日

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年7月20日法律第178号）に規定する休日

(3) 本学創立記念日   ２月25日 

(4) 夏期休業日                 ８月１日から９月20日まで 

(5) 冬期休業日                 12月21日から翌年１月７日まで 

(6) 春期休業日                 ３月19日から３月31日まで 

第７条 学長は必要があると認めたときは、前条各号に掲げる休業日以外の日に臨時に休業することができる。 

第８条 １年間の授業を行う期間は、定期試験等を含め、35週にわたることを原則とする。 

第４章 教育課程と履修方法及び単位修得の認定 

（授業科目） 

第９条 教育課程は、各授業科目を全学共通科目、学部共通科目、学科専門科目に区分し、これを必修科目と

選択科目に分け、各年次に配当して編成する。 

第 10 条 本学の授業科目の中に教育職員免許状、栄養士免許証、管理栄養士国家試験受験資格、看護師、保健師、 理学療法

士国家試験受験資格、作業療法士国家試験受験資格及び保育士の資格取得に必要な科目をおく。 

第11条 本学の授業科目及び単位数は、別表第１から別表第６までのとおりとする。 

（履修方法） 

第12条 学生は各学年の始めに、履修希望の授業科目を届け出て、承認を得なければならない。 

第13条  卒業に必要な単位は、学科・専攻ごとに定める別表第１から別表第４に基づき履修し、別表第７に定

める単位数を修得しなければならない。 
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（免許、資格の取得） 

第14条 次の各号に示す免許、資格を取得しようとする者は、当該学科・専攻に入学し、前条に規定する卒業

に必要な単位と、各種免許、資格取得に係る根拠法令に規定する単位を修得しなければならない。 

(1) 教育職員免許状授与の所要資格（教育職員免許法及び同法施行規則）

① 家政学部 生活環境学科 中学校教諭一種免許状（家庭） 

高等学校教諭一種免許状（家庭） 

② 健康科学部 健康栄養学科 栄養教諭一種免許状 

③ 文学部  児童教育学科 児童教育学専攻  幼稚園教諭一種免許状 

小学校教諭一種免許状 

中学校教諭一種免許状（国語） 

④ 文学部  児童教育学科 幼児保育学専攻 幼稚園教諭一種免許状 

(2) 栄養士免許証（栄養士法、同法施行令及び同法施行規則）

健康科学部 健康栄養学科

(3) 管理栄養士国家試験の受験資格（栄養士法、同法施行令及び管理栄養士学校指定規則）

健康科学部 健康栄養学科

(4) 看護師国家試験の受験資格（保健師助産師看護師法及び同法施行規則）

健康科学部 看護学科

（5） 保健師国家試験の受験資格（保健師助産師看護師法及び同法施行規則）

健康科学部 看護学科

（6） 理学療法士国家試験の受験資格（理学療法士及び作業療法士法及び同法施行規則）

医療科学部理学療法学科

（7） 作業療法士国家試験の受験資格（理学療法士及び作業療法士法及び同法施行規則）

医療科学部作業療法学科

(8) 保育士の資格（児童福祉法施行規則・厚生労働省告示等）

文学部  児童教育学科児童教育学専攻 

文学部  児童教育学科幼児保育学専攻 

第14条の２ 文学部児童教育学科児童教育学専攻に幼児教育コースを置く。文学部児童教育学科児童教育学専

攻において保育士の資格を得ようとする者は幼児教育コースに所属しなければならない。 

２ 幼児教育コースの定員は40名とする。 

第15条 削除 

（単位の計算） 

第16条 単位は、次の基準をもって計算する。 

(1) 講義については、15時間の授業をもって１単位を原則とする。

(2) 演習については、30時間の授業をもって１単位を原則とする。ただし、学修上必要と認めるときは、

別に定めるところにより15時間の授業をもって１単位とすることができる。

(3) 実験、実習及び実技については、45時間の授業をもって１単位を原則とする。ただし、学修上必要と

認めるときは、別に定めるところにより30時間から45時間までの授業をもって１単位とすることができ

る。

(4) 前号の規定にかかわらず卒業論文、卒業演習等の授業科目は、本学の定める適切な方法で学修の成果
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を評価して単位数を定める。 

（単位の授与） 

第17条 授業科目を履修し、その試験に合格した学生は、所定の単位を与える。ただし、授業科目によっては、

平常成績をもってこれに代えることができる。 

２ 学習の評価は、ＳＡＢＣ不とし、Ｃ以上を合格とする。 

 （他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第18条 教育上有益と認めるときは、学生が他の大学又は短期大学において履修した授業科目について修得し

た単位を、60単位まで本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合及び外国の大学又は短期大学が行う通信教

育における授業科目を我が国において履修する場合について準用する。 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第19条 教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部

科学大臣が別に定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

２ 前項により与えることができる単位数は、前条第１項及び第２項により本学で修得したものとみなす単位

数と合わせて60単位までとする。 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第20条 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学において履修した授業科目

について修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を、本学に入学した後の本学における

授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った前条第１項に規定する学修を、本学におけ

る授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

３ 前２項により修得したとみなし、又は与えることができる単位数は、編入学、転学等の場合を除き、本学

において修得した単位以外のものについては、第18条第１項及び第２項並びに前条第１項により本学におい

て修得したものとみなす単位数と合わせて60単位までとする。 

  第５章 卒業及び学士の学位 

 （卒業の認定） 

第21条 大学に４年以上在学し、本学規定の授業科目について定められた単位数を修得した者には、卒業を認

定し、卒業証書を授与する。 

（学位） 

第22条 本学を卒業した者には、名古屋女子大学学位規程の定めるところにより、学士の学位を授与する。 

２ 学位に関する規程は、別に定める。 

  第６章 入 学 

第23条 入学の時期は、毎学年の始めとする。 

（入学資格） 

第24条 本学に入学することのできる者は、次の各号の１に該当する者とする。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者

(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者又は通常の課程以外の課程によりこれに相当する学校

教育を修了した者
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(3) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定

したもの

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を

修了した者

(5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限

る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

(6) 文部科学大臣の指定した者

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第1号）により文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定

試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和２６年文部省令第１３

号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。）

(8) その他本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

で、18歳に達したもの

第25条 入学志願者は、所定の書類に入学検定料を添えて提出しなければならない 

（入学者の選考） 

第26条 入学者は、本学所定の入学検定により決定する。 

２ 入学検定の方法は、その都度定める。 

第27条  入学を許可された者は、所定の期日までに誓約書と入学金を添えて提出しなければならない。 

２ 前項の手続きをしないときは、入学許可を取り消すことがある。 

  第７章 外国人留学生 

第28条 外国人で、大学等において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願する者があるときに

は、選考のうえ、外国人留学生として入学を許可することがある。 

２ 外国人留学生に関する規程は、別に定める。 

  第８章 休学、転学、編入学、留学、退学、除籍、再入学、転学部 

（休学） 

第29条 学生が病気その他やむを得ない理由により、２か月以上修学困難な者は、医師の診断書又は詳細な理

由を添えて届け出れば、１年以内の期間に限り、休学することができる。ただし、特別の理由がある場合は、

１年を限度として引続き休学を届け出ることができる。 

２ 休学の期間は、通算して４年をこえることができない。 

３ 休学の期間は、在学年限に算入しない。 

第30条 休学期間中にその理由が消滅した場合は、復学を届け出ることができる。 

（転学） 

第31条 他の大学に在学している者で、本学への転学を志願する者があるときは、欠員のある場合に限り選考の

上、教授会の議を経て、学長が相当年次に入学を許可することがある。 

（編入学） 

第32条 次の各号のいずれかに該当する者で、本学への入学を志願する者があるときは、欠員のある場合に限

り   選考の上、教授会の議を経て、学長が相当年次に入学を許可することがある。 

(1) 大学を卒業した者又は２年以上在学し６２単位以上の単位を修得して退学をした者

(2) 短期大学又は高等専門学校を卒業した者

(3) 専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法８２条の１０の規定により大学に編入学すること

ができるもの
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(4) 高等学校、中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の専攻科のうち、修業年限２年以上その他の文部

科学大臣の定める基準を満たすものを修了した者。ただし、学校教育法第90条に規定する大学入学資

格を有する者に限る。

２ 前項又は第31条第１項の規定により、入学を許可された者の既修得単位の取り扱い並びに修業年限及び在

学期間の通算については、教授会の議を経て、学長が決定する。 

（留学） 

第33条 協定・認定留学により外国の大学又は短期大学で学修することを志願する者は、学長の許可を得て留

学することができる。 

２ 前項の許可を得て留学した期間は、第３条第１項または第２項に定める在学期間に含めることができる。 

（退学） 

第34条 学生が病気その他やむを得ない理由によって退学しようとするときは、保証人連署の上、その旨を届

け出なければならない。 

（除籍） 

第35条 学長は、次の各号のいずれかに該当する学生を教授会の議を経て除籍することができる。 

(1) 正当な理由がなく学費の納入を怠り、督促を受けてもなお納入しない者

(2) 第３条第１項または第２項に定める在学年限を超えた者

(3) 第29条第２項に定める休学の期間を越えてなお修学できない者

(4) 長期にわたり行方不明の者

（再入学） 

第36条 第34条により退学した者又は前条第１号により除籍された者が、再入学を願い出たときは、選考の上、

教授会の議を経て、学長が相当学年に入学を許可することがある。 

２ 再入学に関する規程は、別に定める。 

（転学部） 

第37条 転学部（転学科、転専攻を含む）は原則として許可しない。ただし、特別の事情があるときは、学年

の始めに限り選考の上、教授会の議を経て、学長がこれを許可することができる。 

２ 転学部に関する規程は、別に定める。 

  第９章 長期履修学生 

（長期履修学生） 

第37条の２ 学生が、職業を有している等の事情により、第３条第１項の修業年限を超えて一定の期間にわた

り計画的に教育課程を履修し卒業することを希望する旨を申し出たときは、長期履修学生として、その計画

的な履修を認めることができる。 

２ 長期履修学生の学費については、別表第８のとおりとする。 

３ 長期履修学生に関する規程は、別に定める。 

第10章 科目等履修生・特別聴講生 

（科目等履修生） 

第38条 本学の授業科目について履修を希望する者があるときは、教授会において資格を審査し、教育に支障

のない限り、科目等履修生として履修を許可し、単位を与えることができる。 
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２ 科目等履修生の履修許可は、原則として学期の始めとする。 

３ 科目等履修生の履修期間は、１年以内とする。ただし、事情により延長することができる。 

４ 科目等履修生の学費の金額及び納付期日については、別表第８のとおりとする。 

５ 科目等履修生に関する規程は、別に定める。 

 （特別聴講生） 

第39条 他の大学又は短期大学（外国の大学及び短期大学を含む）の学生で本学の授業科目の履修を希望する

者があるときは、当該大学又は短期大学との協議に基づき、教育に支障のない限り、特別聴講生として履修

を許可し、単位を与えることができる。 

２ 特別聴講生に関する規程は、別に定める。 

第40条 第４章、第６章、第８章、第12章の規定は、科目等履修生、特別聴講生に準用する。 

 第11章 授業料その他所定の学費 

第41条 学生は、授業料その他所定の学費（以下「学費」という。）を納付しなければならない。ただし、休

学中は在籍料のみを納付するものとする。 

２ 前項の学費に関する規程は、別に定める。 

第42条 学費の金額及び納付期日については，別表第８のとおりとする。 

第43条 資格取得等実習費は、必要に応じ実費を徴収する。 

第44条 既納の学費については、返還しない。 

  第12章 賞 罰 

（表彰） 

第45条  学長は、学生のうち特に他の学生の模範となる者は、教授会の議を経て表彰する。 

（懲戒） 

第46条 学長は、本学の規則に違反し、又は学生の本分に反する行為があったときは、教授会の議を経て懲戒

する。 

第47条 懲戒処分は、訓告、停学及び退学とする。 

２ 退学は、次の各号の１に該当する者に対して行う。 

(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者

(2) 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者

(3) 正当の理由がなくて出席が常でない者

(4) 学内の秩序を乱し、その他、学生としての本分に反した者

３ 懲戒処分に関する規程は別に定める。 

 第13章 職員組織 

第48条 本学に学長、副学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、技術職員、その他必要な職員を

置く。 

２ 学長は、校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

３ 副学長は、学長の職務を助ける。 

４ 教授、准教授及び助教は、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

５ 講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

６ 助手は、教育研究の円滑な実施に必要な職務に従事する。 
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第49条 本学に事務局を置く。 

２ 事務局に関する規程は、別に定める。 

 第14章 削除 

第50条   削除 

 第15章 教授会 

第51条 本学に学部教授会を置く。 

２ 教授会は、学長、教授をもって組織する。ただし、学部長が必要と認める場合には、その他の者を出席さ

せ発言させることができる。 

３ 学部教授会は、次に掲げる事項について学長が決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了に関すること。

(2) 学位の授与に関すること。

(3) 教育課程に関すること。

(4) 教員の資格に関すること。

(5) 単位認定に関すること。

４ 学部教授会は、前項に規定するもののほか、教育研究に関する次に掲げる事項について審議し、学長の求

めに応じ、意見を述べることができる。 

(1) 学術の研究、教授内容及び教授法に関すること。

(2) 大学教育の普及及び成人教育に関すること。

(3) 諸規程に関すること。

(4) その他、学長が教育上必要と認めること。

５ 学部教授会に関する規程は、別に定める。 

 第16章 学生寮及び厚生保健施設 

第52条 本学に学生寮「和春寮」を設け、選考の上希望者に入寮を許可する。 

２ 学生寮に関する規程は、別に定める。 

第53条 本学に衛生管理室を置き、職員及び学生の保健衛生のことに当る。 

第54条 本学に職員及び学生の厚生のため、学内食堂を設ける。 

 第17章 公開講座 

第55条 社会人の教養を高め、文化の向上に資するため、本学に公開講座を開設することがある。 

２ 公開講座に関する開設時期と講座内容は、その都度定める。 

 第18章 研究所 

第56条 本学に総合科学研究所を置く。 
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２ 研究所に関する規程は、別に定める。 

第19章 図書館 

第57条 本学に図書館を置く。 

２ 図書館に関する規程は、別に定める。 

第20章 越原記念館 

第58条 本学に越原記念館を置く。 

２ 越原記念館に関する規程は、別に定める。 

 第21章 幼稚園 

第59条 本学に付属幼稚園を置く。 

２ 幼稚園に関する規程は、別に定める。 

附 則 

１ 本学則は、昭和39年４月１日から施行する。 

２ 本（改正）学則は昭和40年４月１日から施行する。 

３ 本（改正）学則は昭和43年４月１日から施行する。 

４(1) 本（改正）学則は昭和45年４月１日から施行する。 

(2) 昭和44年度以前の入学生の授業料は第42条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

５ 家政学科家政学専攻は昭和４６年度から学生募集を停止する。 

６ 本（改正）学則は昭和47年４月１日から施行する。 

７ 本（改正）学則は昭和48年４月１日から施行する。 

８(1) 本（改正）学則は昭和49年４月１日から施行する。 

(2) 昭和48年度以前の入学生の授業料は第42条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

９(1) 本（改正）学則は昭和50年４月１日から施行する。 

(2) 昭和49年度以前の入学生の授業料は第42条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

10(1) 本（改正）学則は昭和51年４月１日から施行する。 

(2) 昭和50年度以前の入学生の授業料は第42条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

11(1) 本（改正）学則は昭和52年４月１日から施行する。 

(2) 昭和51年度以前の入学生の授業料は第42条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

12(1) 本（改正）学則は昭和53年４月１日から施行する。 

(2) 昭和52年度以前の入学生の授業料は第42条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

13(1) 本（改正）学則は昭和54年４月１日から施行する。 

(2) 昭和53年度以前の入学生の授業料は第42条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

14(1) 本（改正）学則は昭和55年４月１日から施行する。 

(2) 昭和54年度以前の入学生の授業料は第42条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

15(1) 本（改正）学則は昭和56年４月１日から施行する。 

(2) 昭和55年度以前の入学生の授業料は第42条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

16(1) 本（改正）学則は昭和57年４月１日から施行する。 

(2) 昭和56年度以前の入学生の授業料は第42条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

17(1) 本（改正）学則は昭和58年４月１日から施行する。 

(2) 昭和57年度以前の入学生の授業料は第42条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

18(1) 本（改正）学則は昭和59年４月１日から施行する。 

(2) 昭和58年度以前の入学生の納付金は第42条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

19(1) 本（改正）学則は昭和60年４月１日から施行する。 

(2) 昭和59年度以前の入学生の納付金は第42条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

20(1) 本（改正）学則は昭和61年４月１日から施行する。 

(2) 昭和60年度以前の入学生の納付金は第42条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

21(1) 本（改正）学則は昭和62年４月１日から施行する。 
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(2) 昭和61年度以前の入学生の納付金は第42条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

22(1) 本（改正）学則は昭和63年４月１日から施行する。ただし、昭和62年度以前の入学生については従

前の例による。 

(2) 児童学科（児童学専攻・児童教育専攻）は昭和63年度より学生募集を停止する。

23  本（改正）学則は平成元年４月１日から施行する。 

24 本（改正）学則は平成２年４月１日から施行する。ただし、平成元年度以前の入学生については従前

の例による。 

25(1) 本（改正）学則は平成３年４月１日から施行する。 

(2) 第２条の規定にかかわらず、入学定員は平成11年度まで、次のとおりとする。ただし、平成２年度以

前の入学生の学則については、従前の例による。

学  部 学  科 専 攻 入学定員 

家政学部 家政学科 
食物学専攻 ７０名      

管理栄養士専攻 ４０名  

文学部 

日本文学科 １００名 

英語英文学科 ８０名 

児童教育学科 ８０名  

26  本（改正）学則は平成３年10月１日から施行する。 

27 (1) 本（改正）学則は平成４年４月１日から施行する。 
(3) 第２条の規定にかかわらず、入学定員は平成11年度まで、次のとおりとする。ただし、平成３年度以
前の入学生の学則については、従前の例による。

学  部 学  科 専 攻 入学定員 

家政学部 家政学科 

生活環境学専攻 ７０名 

生活経営学専攻 ７０名 

管理栄養士専攻 ４０名 

文学部 

日本文学科 １００名 

英語英文学科 ８０名 

児童教育学科 ８０名 

附 則 

１ この学則は平成５年４月１日から施行する。 

２ 第２条の規定にかかわらず、入学定員は平成11年度まで、次のとおりとする。 

学  部 学  科 専 攻 入学定員 

家政学部 家政学科 

生活環境学専攻 ７０名 

生活経営学専攻 ７０名 

管理栄養士専攻 ４０名 

文学部 

日本文学科 １００名 

英語英文学科 ８０名 

児童教育学科 ８０名 

３ 平成４年度以前の入学生に係る別表第１の授業科目及び単位数については、改正後の規定にかかわらず

従前の例による。 

附 則 

１ この学則は平成６年４月１日から施行する。 

２ 第２条の規定にかかわらず、入学定員は平成11年度まで、次のとおりとする。 

学  部 学  科 専 攻 入学定員 

家政学科 家政学部 

生活環境学専攻 ７０名 

生活経営学専攻 ７０名 

管理栄養士専攻 ４０名 

文学部 

日本文学科 １００名 

英語英文学科 ８０名 

児童教育学科 ８０名 
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附 則 

１ この学則は平成７年４月１日から施行する。 

２ 第２条の規定にかかわらず、入学定員、収容定員は次のとおりとする。 

（１）家政学部・文学部の平成１１年度までの入学定員 

学  部 学  科 専 攻 入学定員 

家政学部 
家政学部 

生活環境学専攻 ７０名 

生活経営学専攻 ７０名 

食物栄養学科 ４０名 

文学部 

日本文学科 １００名 

英語英文学科 ８０名 

児童教育学科 ８０名 

（２）家政学部家政学科の平成７年度から９年度までの収容定員 

学  部 学  科 専 攻 
収 容 定 員 

７年度 ８年度 ９年度 

家政学部 家政学科 

生活環境学専攻 ２８０名 ２８０名 ２８０名 

生活経営学専攻 ２８０名 ２８０名 ２８０名 

管理栄養士専攻 １２０名 ８０名 ４０名 

３ 平成６年度以前の入学生に係る別表第１から別表第７までの授業科目及び単位数については、改正後の

規定にかかわらず従前の例による。 

４ 平成３年度以前の入学生に係る第４０条による別表第９の納付金については、改正後の規定にかかわら

ず従前の例による。 

附 則 

１ この学則は平成８年４月１日から施行する。 

２ 平成７年度以前の入学生に係る別表第２、別表第３、別表第５、別表第６、別表第７、別表第８－１及び

別表第８－３の授業科目及び単位数については、改正後の規定にかかわらず入学時の学則による。 

３ 平成４年度以前の入学生に係る第４０条による別表第９の納付金については、改正後の規定にかかわらず

入学時の学則による。 

附 則 

１ この学則は平成９年４月１日から施行する。 

２ 平成８年度以前の入学生に係る別表第２、別表第５、別表第６、別表第７、別表第８、別表第11及び

別表第12の授業科目及び単位数については、改正後の規定にかかわらず入学時の学則による。 

３ 平成５年度以前の入学生に係る第４２条による別表第13の納付金については、改正後の規定にかかわ

らず入学時の学則による。 

附 則 

１ この学則は平成１０年４月１日から施行する。 

２ 平成６年度以前の入学生に係る第４２条による別表第13の納付金については、改正後の規定にかかわ

らず入学時の学則による。 

附 則 

１ この学則は平成１１年４月１日から施行する。 
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２ 平成７年度以前の入学生に係る第４２条による別表第13の納付金については、改正後の規定にかかわ

らず入学時の学則による。 

附 則 

１ この学則は平成１２年４月１日から施行する。 

２ 第２条の規定にかかわらず平成１２年度から平成１９年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

学 部・学 科 
平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 

備  考 
入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家

政

学

部

家 政 学 科 ９０名 ９０名 ９０名 １８０名 ８０名 ２６０名 ７５名 ３３５名 

平成１２年度から 

専攻廃止 

家政学科 

生活経営学専攻 
― ２１０名 ― １４０名 ― ７０名 ― ― 

家政学科 

生活環境学専攻 
― ２１０名 ― １４０名 ― ７０名 ― ― 

食物栄養学科 ８０名 ２００名 ８０名 ２４０名 ８０名 ２８０名 ８０名 ３２０名 

生活環境学科 ８０名 ８０名 ８０名 １６０名 ８０名 ２４０名 ８０名 ３２０名 

文

学

部

日 本 文 学 科 ９７名 ３９７名 ９４名 ３９１名 ９１名 ３８２名 ８８名 ３７０名 

英語英文学科 ７６名 ３１６名 ７２名 ３０８名 ６８名 ２９６名 ６４名 ２８０名 

児童教育学科 ７６名 ３１６名 ７２名 ３０８名 ６８名 ２９６名 ６４名 ２８０名 

学部・学科 
平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 

備  考 
入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家
政
学
部

家 政 学 科 ７０名 ３１５名 ７０名 ２９５名 ７０名 ２８５名 ７０名 ２８０名 

食物栄養学科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

生活環境学科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

文

学

部

日 本 文 学 科 ８５名 ３５８名 ７０名 ３３４名 ７０名 ３１３名 ７０名 ２９５名 

英語英文学科 ６０名 ２６４名 ４０名 ２３２名 ４０名 ２０４名 ４０名 １８０名 

児童教育学科 ６０名 ２６４名 ４０名 ２３２名 ４０名 ２０４名 ４０名 １８０名 

３ 平成１１年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。ただし、第５条、第６条第３号、 第

４号、第５号、第３６条第１項、第２項、第４１条第１項、第２項、第４２条、第５８条第１項、 第２項及び別

表第９については、平成１２年度からこれを適用する。 
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附 則 

１ この学則は平成１３年４月１日から施行する。 

２ 第２条の規定にかかわらず平成１３年度から平成１８年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

学  部 ・ 学  科 
平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

平成１２年度から 

専攻廃止 

平成13年度から 
専攻設置 

家

政

学

部

家 政 学 科 

  生活経営学科専攻 

生活環境学科専攻 

８０名 ４５０名 ８０名 ３９０名 ８０名 ３３０名 

― １４０名 ― ７０名 ― ― 

― １４０名 ― ７０名 ― ― 

食 物 栄 養 学 科 ８０名 ２４０名 ８０名 ２８０名 ８０名 ３２０名 

生 活 環 境 学 科 ８０名 １６０名 ８０名 ２４０名 ８０名 ３２０名 

文

学

部

日 本 文 学 科 ７６名 ３７３名 ７６名 ３４９名 ７２名 ３２１名 

英語英米文化学科 ７６名 ３１２名 ７６名 ３０８名 ７２名 ３００名 

児 童 教 育 学 科 １２６名 ３６２名 １２６名 ４０８名 １２２名 ４５０名 

児童教育学専攻 ７６名 ７６名 ７６名 １５２名 ７２名 ２２４名 

  幼児保育学専攻  ５０名 ５０名 ５０名 １００名 ５０名 １５０名 

学  部 ・ 学  科 
平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家
政
学
部

家 政 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

食 物 栄 養 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

生 活 環 境 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

文

学

部

日 本 文 学 科 ７０名 ２９４名 ７０名 ２８８名 ７０名 ２８２名 

英語英米文化学科 ７０名 ２９４名 ７０名 ２８８名 ７０名 ２８２名 

児 童 教 育 学 科 １１０名 ４８４名 １１０名 ４６８名 １１０名 ４５２名 

児童教育学専攻 ６０名 ２８４名 ６０名 ２６８名 ６０名 ２５２名 

   幼児保育学専攻 ５０名 ２００名 ５０名 ２００名 ５０名 ２００名 

３ 平成１２年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。ただし、別表第２（１）について

は、平成１３年度からこれを適用する。 

附 則 

１ この学則は平成１４年４月１日から施行する。 

２ 第２条の規定にかかわらず平成１４年度から平成１８年度までの学生定員は、次のとおりとする。 
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学  部 ・ 学  科 
平成１４年度 平成１５年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家

政

学

部

家 政 学 科 

生活経営学科専攻 

生活環境学科専攻

８０名 ３９０名 ８０名 ３３０名 

― ７０名 ― ― 

― ７０名 ― ― 

食 物 栄 養 学 科 ８０名 ２８０名 ８０名 ３２０名 

生 活 環 境 学 科 ８０名 ２４０名 ８０名 ３２０名 

文

学

部

日 本 文 学 科 ７０名 ３４３名 ７０名 ３１３名 

英語英米文化学科 ７０名 ３０２名 ７０名 ２９２名 

児 童 教 育 学 科 １２６名 ４０８名 １２２名 ４５０名 

    児童教育学専攻 
７６名 １５２名 ７２名 ２２４名 

    幼児保育学専攻 ５０名 １００名 ５０名 １５０名 

学  部 ・ 学  科 
平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家
政
学
部

家 政 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

食 物 栄 養 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

生 活 環 境 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

文

学

部

日 本 文 学 科 ７０名 ２８６名 ７０名 ２８０名 ７０名 ２８０名 

英語英米文化学科 ７０名 ２８６名 ７０名 ２８０名 ７０名 ２８０名 

児 童 教 育 学 科 １１０名 ４８４名 １１０名 ４６８名 １１０名 ４５２名 

児童教育学専攻 ６０名 ２８４名 ６０名 ２６８名 ６０名 ２５２名 

幼児保育学専攻 ５０名 ２００名 ５０名 ２００名 ５０名 ２００名 

３ 平成１３年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。ただし、第６条及び第５７条につ

いては、平成１４年度からこれを適用する。また、別表第２（２）及び別表第４（２）の授業科目及び単位数

については、平成１３年度に入学した学生からこれを適用する。 

附 則 

１ この学則は平成１５年４月１日から施行する。 

２ 平成１４年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。ただし、第３条第２項、第２２条、

第３７条の２第１項、第２項、第３項、別表第６および別表第７については、平成１５年度からこれを適用する。 

３ 第２条の規定にかかわらず平成１５年度から平成１８年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

平成１２年度から専攻廃止 

平成１３年度から専攻設置 
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学  部・学  科 
平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家
政
学
部

家 政 学 科 ８０名 ３３０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

食 物 栄 養 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

生 活 環 境 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

文

学

部

日 本 文 学 科 ７０名 ３１３名 ７０名 ２８６名 ７０名 ２８０名 ７０名 ２８０名 

英語英米文化学科 ７０名 ２９２名 ７０名 ２８６名 ７０名 ２８０名 ７０名 ２８０名 

児 童 教 育 学 科 １２２名 ４５０名 １１０名 ４８４名 １１０名 ４８６名 １１０名 ４５２名 

児童教育学専攻 ７２名 ２２４名 ６０名 ２８４名 ６０名 ２６８名 ６０名 ２５２名 

幼児保育学専攻 ５０名 １５０名 ５０名 ２００名 ５０名 ２００名 ５０名 ２００名 

附 則 

１ この学則は平成１６年４月１日から施行する。 

２ 平成１５年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。ただし、別表第２（３）および別表第

４（３）-１、２の授業科目および単位数については、平成１４年度に入学した学生からこれを適用する。 

３ 第２条の規定にかかわらず平成１６年度から平成１８年度までの学生定員は、次のとおりとする。なお、

文学部日本文学科 及び 英語英米文化学科は平成１６年度から学生募集を停止し、在学生の卒業を待って廃止

する。 

学  部・学  科 
平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家
政
学
部

家 政 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

平成１６年度から学科設置 

食 物 栄 養 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

生 活 環 境 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

文

学

部

日 本 文 学 科 ― ２１６名 ― １４０名 ― ７０名 

英語英米文化学科 ― ２１６名 ― １４０名 ― ７０名 

国際言語表現学科 １１０名 １１０名 １１０名 ２２０名 １１０名 ３３０名 

児 童 教 育 学 科 

児童教育学専攻

１４０名 ５１４名 １４０名 ５２８名 １４０名 ５４２名 

６０名 ２８４名 ６０名 ２６８名 ６０名 ２５２名 

幼児保育学専攻 ８０名 ２３０名 ８０名 ２６０名 ８０名 ２９０名 

附 則 

１ この学則は平成１６年６月１日から施行する。 

２ 平成１５年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。ただし、別表第２（３）および別表第

４（３）-１、２の授業科目および単位数については、平成１４年度に入学した学生からこれを適用する。 

３ 第２条の規定にかかわらず平成１６年度から平成１８年度までの学生定員は、次のとおりとする。なお、

文学部日本文学科 及び 英語英米文化学科は平成１６年度から学生募集を停止し、在学生の卒業を待って廃止

する。 

平成１３年度 

から専攻設置 

平成１３年度から専攻設置 

平成１６年度から募集停止 
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学  部・学  科 
平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家
政
学
部

家 政 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

平成１６年度から学科設置 

平成13年度から専攻設置 

食 物 栄 養 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

生 活 環 境 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

文

学

部

日 本 文 学 科 ― ２１６名 ― １４０名 ― ７０名 

英語英米文化学科 ― ２１６名 ― １４０名 ― ７０名 

国際言語表現学科 １１０名 １１０名 １１０名 ２２０名 １１０名 ３３０名 

児 童 教 育 学 科 

  児童教育学専攻 

１４０名 ５１４名 １４０名 ５２８名 １４０名 ５４２名 

６０名 ２８４名 ６０名 ２６８名 ６０名 ２５２名 

   幼児保育学専攻 ８０名 ２３０名 ８０名 ２６０名 ８０名 ２９０名 

附 則 

１ この学則は平成１７年４月１日から施行する。 

２ 平成１６年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。ただし、別表第３（２）の授業科

目および単位数については、平成１６年度に入学した学生からこれを適用する。 

３ 第２条の規定にかかわらず平成１７年度から平成１９年度までの学生定員は、次のとおりとする。なお、家

政学部家政学科は平成１７年度から学生募集を停止し、在学生の卒業を待って廃止する。 

学  部・学  科 
平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家
政
学
部

家 政 学 科 ― ２４０名 ― １６０名 ― ８０名 平成１７年度から募集停止 

平成１７年度から設置 

平成１６年度から募集停止 

平成１６年度から設置 

食 物 栄 養 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

生 活 環 境 学 科 １００名 ３４０名 １００名 ３６０名 １００名 ３８０名 

生 活 福 祉 学 科 ８０名 ８０名 ８０名 １６０名 ８０名 ２４０名 

文

学

部

日 本 文 学 科 ― １４０名 ― ７０名 ― ― 

英語英米文化学科 ― １４０名 ― ７０名 ― ― 

国際言語表現学科 １１０名 ２２０名 １１０名 ３３０名 １１０名 ４４０名 

児 童 教 育 学 科 

   児童教育学専攻 

   幼児保育学専攻

１４０名 

６０名 

８０名 

５２８名 

２６８名 

２６０名 

１４０名 

６０名 

８０名 

５４２名 

２５２名 

２９０名 

１４０名 

６０名 

８０名 

５６０名 

２４０名 

３２０名 

附 則 

１ この学則は平成18年4月1日から施行する。 

２ 平成17年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。ただし、別表第２（２）の授業科目および単位数に

ついては、平成17年度に入学した学生からこれを適用する。また、別表第３（２）の授業科目および単位数については、平成

15年度以前に入学した日本文学科、英語英米文化学科（含む英語英文学科）の学生からこれを適用する。 

３ 第２条の規定にかかわらず平成18年度から平成20年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

平成１６年度から募集停止 
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学  部・学  科 
平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家
政
学
部

家 政 学 科 ― １６０名 ― ８０名 ― ― 平成１７年度から募集停止 

平成１６年度から募集停止 

平成１６年度から設置 

食 物 栄 養 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

生 活 環 境 学 科 １００名 ３６０名 １００名 ３８０名 １００名 ４００名 

生 活 福 祉 学 科 ８０名 １６０名 ８０名 ２４０名 ８０名 ３２０名 

文

学

部

日 本 文 学 科 ― ７０名 ― ― ― ― 

英語英米文化学科 ― ７０名 ― ― ― ― 

国際言語表現学科 ９０名 ３１０名 ９０名 ４００名 ９０名 ３８０名 

児 童 教 育 学 科 

   児童教育学専攻 

   幼児保育学専攻

１６０名 

８０名 

８０名 

５６２名 

２７２名 

２９０名 

１６０名 

８０名 

８０名 

６００名 

２８０名 

３２０名 

１６０名 

８０名 

８０名 

６２０名 

３００名 

３２０名 

附 則 

１ この学則は平成19年4月1日から施行する。 

２ 平成18年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 

３ 第２条の規定にかかわらず平成19年度から平成21年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

附 則 
１ この学則は平成20年4月1日から施行する。 
２ 平成19年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 
３ 第２条の規定にかかわらず平成20年度から平成22年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

学  部・学  科 
平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家
政
学
部

家 政 学 科 ― ８０名 ― ― ― ― 平成１７年度から募集停止 

平成１７年度から設置 

平成１６年度から設置 

食 物 栄 養 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

生 活 環 境 学 科 １００名 ３８０名 １００名 ４００名 １００名 ４００名 

生 活 福 祉 学 科 ８０名 ２４０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

文
学
部 

国際言語表現学科 ９０名 ４００名 ９０名 ３８０名 ９０名 ３６０名 

児 童 教 育 学 科 

   児童教育学専攻 

   幼児保育学専攻

１６０名 

８０名 

８０名 

６００名 

２８０名 

３２０名 

１６０名 

８０名 

８０名 

６２０名 

３００名 

３２０名 

１６０名 

８０名 

８０名 

６４０名 

３２０名 

３２０名 

平成１７年度から設置 
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附 則 
１ この学則は平成21年4月1日から施行する。 
２ 平成20年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 
３ 第２条の規定にかかわらず平成21年度から平成23年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

附 則 
１ この学則は平成22年4月1日から施行する。 
２ 平成21年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 
３ 第２条の規定にかかわらず平成22年度から平成24年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

学  部・学  科 
平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家
政
学
部

食 物 栄 養 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

生 活 環 境 学 科 １００名 ４００名 １００名 ４００名 １００名 ４００名 

生 活 福 祉 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

文
学
部

国際言語表現学科 ― ２９０名 ― １８０名 ― ９０名 

国 際 言 語 学 科 ９０名 ９０名 ９０名 １８０名 ９０名 ２７０名 

児 童 教 育 学 科
   児童教育学専攻 

   幼児保育学専攻

１６０名 
８０名 
８０名 

６２０名 
３００名 
３２０名 

１６０名 
８０名 
８０名 

６４０名 
３２０名 
３２０名 

１６０名 
８０名 
８０名 

６４０名 
３２０名 
３２０名 

学  部・学  科 
平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家
政
学
部

食 物 栄 養 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

生 活 環 境 学 科 １００名 ４００名 １００名 ４００名 １００名 ４００名 

生 活 福 祉 学 科 ― ２４０名 ― １６０名 ― ８０名 

家 政 経 済 学 科 ８０名 ８０名 ８０名 １６０名 ８０名 ２４０名 

文
学
部 

国際言語表現学科 ― １８０名 ― ９０名 ― ― 

国 際 言 語 学 科 ― ９０名 ― ９０名 ― ９０名 

国 際 英 語 学 科 ９０名 ９０名 ９０名 １８０名 ９０名 ２７０名 

児 童 教 育 学 科 
児童教育学専攻 

幼児保育学専攻 

１６０名 
８０名 
８０名 

６２０名 
３００名 
３２０名 

１６０名 
８０名 
８０名 

６４０名 
３２０名 
３２０名 

１６０名 
８０名 
８０名 

６４０名 
３２０名 
３２０名 

学  部・学  科 
平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家
政
学
部

食 物 栄 養 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

生 活 環 境 学 科 １００名 ４００名 １００名 ４００名 １００名 ４００名 

生 活 福 祉 学 科 ― １６０名 ― ８０名 ― ― 

家 政 経 済 学 科 ８０名 １６０名 ８０名 ２４０名 ８０名 ３２０ 

文
学
部 

国際言語表現学科 ― ９０名 ― ― ― ― 

国 際 言 語 学 科 ― ９０名 ― ９０名 ― ― 

国 際 英 語 学 科 ９０名 
１８０
名 

９０名 ２７０名 ９０名 ３６０名 

児 童 教 育 学 科 
児童教育学専攻 

幼児保育学専攻 

１６０名 
８０名 
８０名 

６２０名 
３００名 
３２０名 

１６０名 
８０名 
８０名 

６４０名 
３２０名 
３２０名 

１６０名 
８０名 
８０名 

６４０名 
３２０名 
３２０名 

学則－19



附 則 
１ この学則は平成23年4月1日から施行する。 
２ 平成22年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 
３ 第２条の規定にかかわらず平成23年度から平成25年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

附 則 
１ この学則は平成24年4月1日から施行する。 
２ 平成23年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 
３ 第２条の規定にかかわらず平成24年度から平成26年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

附 則 
１ この学則は平成25年4月1日から施行する。 
２ 平成24年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。ただし、第17条の2については施行の日において、
現に在籍する学生からこれを適用する。 
３ 第２条の規定にかかわらず平成25年度から平成27年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

学  部・学  科 
平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家
政
学
部

食 物 栄 養 学 科 １６０名 ４００名 １６０名 ４８０名 １６０名 ５６０名 

生 活 環 境 学 科 ８０名 ３８０名 ８０名 ３６０名 ８０名 ３４０名 

生 活 福 祉 学 科 ― ８０名 ― ― ― ― 

家 政 経 済 学 科 ８０名 ２４０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

文
学
部

国 際 言 語 学 科 ― ９０名 ― ― ― ― 

国 際 英 語 学 科 ６０名 ２４０名 ６０名 ３００名 ６０名 ２７０名 

児 童 教 育 学 科 
児童教育学専攻 

幼児保育学専攻 

２００名 
８０名 
１２０名 

６８０名 
３２０名 
３６０名 

２００名 
８０名 
１２０名 

７２０名 
３２０名 
４００名 

２００名 
８０名 
１２０名 

７６０名 
３２０名 
４４０名 

学  部・学  科 
平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家
政
学
部

食 物 栄 養 学 科 １６０名 ４８０名 １６０名 ５６０名 １６０名 ６４０名 

生 活 環 境 学 科 ８０名 ３６０名 ８０名 ３４０名 ８０名 ３２０名 

家 政 経 済 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

文
学
部

国 際 英 語 学 科 ６０名 
３００
名 

６０名 ２７０名 ６０名 ２４０名 

児 童 教 育 学 科 
児童教育学専攻 

幼児保育学専攻 

２００名 
８０名 
１２０名 

７２０名 
３２０名 
４００名 

２００名 
８０名 
１２０名 

７６０名 
３２０名 
４４０名 

２００名 
８０名 
１２０名 

８００名 
３２０名 
４８０名 

学  部・学  科 
平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家

政

学

部

食 物 栄 養 学 科 １６０名 ５６０名 １６０名 ６４０名 １６０名 ６４０名 

生 活 環 境 学 科 ８０名 ３４０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

家 政 経 済 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

文
学
部

国 際 英 語 学 科 － 
２１０
名 

－ １２０名 － ６０名 

児 童 教 育 学 科 
児童教育学専攻 

幼児保育学専攻 

２８０名 
１２０名 
１６０名 

８４０名 
３６０名 
４８０名 

２８０名 
１２０名 
１６０名 

９６０名 
４００名 
５６０名 

２８０名 
１２０名 
１６０名 

１０４０名 

４４０名 
６００名 
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附 則 
１ この学則は平成26年4月1日から施行する。 
２ 平成25年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 
３ 第２条の規定にかかわらず平成26年度から平成28年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

附 則 
１ この学則は平成27年4月1日から施行する。 
２ 平成26年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。ただし第29条、第30条、第33条、第34条、第37
条、第47条については施行の日において、現に在籍する学生からこれを適用する。 
３ 第２条の規定にかかわらず平成27年度の学生定員は、次のとおりとする。 

附 則 
１ この学則は平成28年4月1日から施行する。 
２ 平成27年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 

附 則 
１ この学則は平成29年4月1日から施行する。 
２ 平成28年度以前に入学した学生については、なお従前に学則による。ただし、第11条別表第2（2）食物栄養学科専門
科目の「卒業演習」については、平成26年度と平成27年度に入学した学生にも適用する。 

附 則 
１ この学則は平成30年4月1日から施行する。 
２ 平成29年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 

附 則 
１ この学則は平成31年4月1日から施行する。 
２ 平成30年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 
３ 第２条の規定にかかわらず平成31年度から平成33年年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

学  部・学  科 
平成２６年度 平成２７年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家

政

学

部

食 物 栄 養 学 科 １６０名 ６４０名 １６０名 ６４０名 

生 活 環 境 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

家 政 経 済 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

文
学
部

国 際 英 語 学 科 － １２０名 － ６０名 

児 童 教 育 学 科 
児童教育学専攻 

幼児保育学専攻 

２８０名 
１２０名 
１６０名 

９６０名 
４００名 
５６０名 

２８０名 
１２０名 
１６０名 

１０４０名 

４４０名 
６００名 

学  部・学  科 
平成２７年度 備  考 

入学定員 収容定員 

家
政
学
部

食 物 栄 養 学 科  １６０名 ６４０名 

生 活 環 境 学 科 ８０名 ３２０名 

家 政 経 済 学 科 ８０名 ３２０名 

文
学
部 

国 際 英 語 学 科 － ６０名 

児 童 教 育 学 科 
児童教育学専攻 

幼児保育学専攻 

２８０名 
１２０名 
１６０名 

１０４０名 

４４０名 
６００名 
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附 則 
１ この学則は令和2年4月1日から施行する。ただし、別表３（１）、（２）については、令和元年度入学生より適用する。 
２ 令和元度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 

附 則 
１ この学則は令和3年4月1日から施行する。 
２ 令和2年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 

附 則 
１ この学則は令和4年4月1日から施行する。 
２ 令和3年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 
３ 第２条の規定にかかわらず令和4年度から令和6年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

学  部・学  科 
平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家
政
学
部

食 物 栄 養 学 科 － ４８０名 － ３２０名 － １６０名 
平成３１年度から募集停止 

平成３１年度から募集停止 

平成３１年度から設置 

平成３１年度から設置 

生 活 環 境 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

家 政 経 済 学 科 － ２４０名 － １６０名 － ８０名 

健
康
科
学
部 

健 康 栄 養 学 科 １６０名 １６０名 １６０名 ３２０名 １６０名 ４８０名 

看 護 学 科 ８０名 ８０名 ８０名 １６０名 ８０名 ２４０名 

文
学
部

児 童 教 育 学 科 
児童教育学専攻 

幼児保育学専攻 

２８０名 
１２０名 
１６０名 

１１２０名 
４８０名 
６４０名 

２８０名 
１２０名 
１６０名 

１１２０名 
４８０名 
６４０名 

２８０名 
１２０名 
１６０名 

１１２０名 
４８０名 
６４０名 

学  部・学  科 
令和4年度 令和5年度 令和6年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家

政

学

部

食 物 栄 養 学 科 ― １６０名 ― ― ― ― 平成３１年度から募集停止 

平成３１年度から募集停止 

平成３１年度から設置 

平成３１年度から設置 

平令和4年度から設置 

生 活 環 境 学 科 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

家 政 経 済 学 科 ― ８０名 ― ― ― ― 
健
康
科
学
部 

健 康 栄 養 学 科 １６０名 ４８０名 １６０名 ６４０名 １６０名 ６４０名 

看 護 学 科 ８０名 ２４０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

医
療
科
学
部 

理学療法学科 ５０名 ５０名 ５０名 １００名 ５０名 １５０名 

作業療法学科 ３０名 ３０名 ３０名 ６０名 ３０名 ９０名 

文
学
部

児 童 教 育 学 科 
児童教育学専攻 

幼児保育学専攻 

２００名 
８０名 
１２０名 

１０４０名 
４４０名 
６００名 

２００名 
８０名 
１２０名 

９６０名 
４００名 
５６０名 

２００名 
８０名 
１２０名 

８８０名 
３６０名 
５２０名 
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別表第１ 

全学共通科目 

授 業 科 目 
必 修 単 位 選 択 単 位 

備 考 
講義又は演習 実験又は実習 講義又は演習 実験又は実習 

科
目

人
間
形
成

建 学 の こ こ ろ 

総 合 女 性 学 

キ ャ リ ア 入 門 

１ 

２ 

２ 

一
般
教
育
科
目

哲 学 の 方 法 

心 の し く み 

文 学 の 表 現 と 鑑 賞 

歴 史 に 学 ぶ 

国 際 事 情 

日 本 国 憲 法 

く ら し の 経 済 

生 活 と 地 理 

数 学 の 世 界 

一 般 化 学 

生 命 の し く み 

生 活 の 物 理 

地 球 環 境 と 人 間 

初 年 次 セ ミ ナ ー

初 年 次 演 習 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 家政学部・文学部に適用 

科
目

芸
術

音 楽 

美 術 

書 道 

１ 

１ 

１ 

外
国
語
科
目

B a s i c  E n g l i s h 1 

B a s i c  E n g l i s h 2 

A d v a n c e d  E n g l i s h 1 

A d v a n c e d  E n g l i s h 2 

総 合 英 語 Ａ － １ 

総 合 英 語 Ａ － ２ 

総 合 英 語 Ｂ － １ 

総 合 英 語 Ｂ － ２ 

初 級 フ ラ ン ス 語 １ 

初 級 フ ラ ン ス 語 ２ 

中 級 フ ラ ン ス 語 

初 級 中 国 語 １ 

初 級 中 国 語 ２ 

中 級 中 国 語 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 家政学部 生活環境学科 

  必修  ４単位 

  選択必修４単位 合計 ８単位以上 

2. 健康科学部 

（1）健康栄養学科 

必修  ４単位 

選択必修４単位 合計 ８単位以上 

（2）看護学科は英語科目 4 単位必修 

3.医療科学部は英語科目 4 単位必修 

4.文学部は英語科目８単位必修 

科
目

情
報
・
表
現

情 報 処 理 演 習 １ 

情 報 処 理 演 習 ２ 

日 本 語 表 現 法 １ 

日 本 語 表 現 法 ２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

健
康
科
目 

体
育
・ 

健 康 科 学 

ス ポ ー ツ １

ス ポ ー ツ ２

２ 

１ 

１ 

合 計 ７ ５０ ２ 
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別表第２ 

生活環境学科専門科目 

授 業 科 目 
必 修 単 位 選 択 単 位 

備 考 講義又は演習 実験又は実習 講義又は演習 実験又は実習 

基

礎

科

目

家 政 学 概 論 

生 活 と 環 境 

家 庭 経 済 学 

家 族 関 係 学 

色 彩 学 

保育学（実習及び家庭看護を含む） 

住 生 活 論 

住 居 学 （ 製 図 を 含 む ） 

生活工学（家庭電気・機械を含む） 

衣 生 活 論 

被 服 科 学 

被 服 構 成 学 

被 服 構 成 実 習 １ 

被 服 構 成 実 習 ２ 

食 生 活 論 

食 品 学 総 論 

栄 養 学 

調 理 学 実 習 １ 

調 理 学 実 習 ２ 

消 費 生 活 論 

消 費 者 調 査 法 

情 報 処 理 概 論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

専

門

科

目

建

築
・
イ

ン

テ

リ

ア

科

目

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン

イ ン テ リ ア 材 料

インテリアデザイン演習１

インテリアデザイン演習２

建 築 基 礎 製 図 １ 

建 築 基 礎 製 図 ２ 

住 生 活 史 

居 住 福 祉 論 

住 居 管 理 学 

住 宅 デ ザ イ ン １ 

住 宅 デ ザ イ ン ２ 

住 宅 デ ザ イ ン 演 習 １ 

住 宅 デ ザ イ ン 演 習 ２ 

住 宅 デ ザ イ ン 演 習 ３ 

住 宅 デ ザ イ ン 演 習 ４ 

建 築 計 画 １ 

建 築 計 画 ２ 

建 築 計 画 演 習 １ 

建 築 計 画 演 習 ２ 

建 築 計 画 演 習 ３ 

建 築 計 画 演 習 ４ 

都 市 計 画 

建 築 C A D 演 習 １ 

建 築 C A D 演 習 ２ 

建 築 C A D 演 習 ３ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 
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専

門

科

目

建

築
・
イ

ン

テ

リ

ア

科

目

建 築 C A D 演 習 ４ 

建 築 設 備 １ 

建 築 設 備 ２ 

住 宅 関 連 法 規 １ 

住 宅 関 連 法 規 ２ 

建 築 材 料 学 

構 造 力 学 １ 

構 造 力 学 ２ 

建 築 一 般 構 造 １ 

建 築 一 般 構 造 ２ 

住 宅 施 工 

建 築 構 造 材 料 実 験 １ 

建 築 構 造 材 料 実 験 ２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
１ 

１ 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
科
目

テ キ ス タ イ ル 材 料 学

テキス タイル材料学実 験

被 服 整 理 学 

被 服 整 理 学 実 験 

染 色 加 工 学 

染 色 加 工 実 習 

衣 環 境 学 

パ タ ー ン メ ー キ ン グ 

ア パ レ ル Ｃ A Ｄ 演 習

ア パ レ ル デ ザ イ ン 論

ア パ レ ル 生 産 実 習

色 彩 学 演 習 １ 

色 彩 学 演 習 ２ 

ファッションドローイング

ア パ レ ル 造 形 演 習

ファッションビジネス概論

ア パ レ ル 企 画 演 習

和 装 学 実 習 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

栄
養
・
フ
ー
ド
科
目

調 理 学 

食 品 衛 生 学 

食 物 学 実 験 

食 品 官 能 評 価 ・ 鑑 別 １ 

食 品 官 能 評 価 ・ 鑑 別 ２ 

食空間とﾃ ｰ ﾌ ﾞ ﾙ ｺ ｰ ﾃ ﾞ ｨ ﾈ ｰ ﾄ 

フ ー ド マ ネ ジ メ ン ト 論

メニュープランニング実習

フード スペシャリスト 論

フード コーディネート 論

食の商品開発とｲﾍﾞﾝ ﾄ演習 

製 菓 ・ 製 パ ン と カ フ ェ 

２ 

２ 

１ 

１ 

1 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

学則－25



専

門

科

目

ビ
ジ
ネ
ス
・
情
報
科
目

簿 記 演 習 １ 

簿 記 演 習 ２ 

ファイナンシャルプランニング論 

ファイナンシャルプランニング演習

ファイナンシャルプランニング実践

情 報 科 学 概 論 

生 活 情 報 論 

ホ ー ム ペ ー ジ 作 成 演 習

マ ル チ メ デ ィ ア 演 習

コンピュータデザイン演習 

ソフトウェア開発演習１

ソフトウェア開発演習２

Ｉ Ｔ ス ト ラ テ ジ 論 

Ｉ Ｔ マ ネ ジ メ ン ト 論 

Ｉ Ｔ テ ク ノ ロ ジ 論 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

総

合

科

目

キャリ アデザイン演習 １

キャリ アデザイン演習 ２

異文化コミュニケーション 

基 礎 ゼ ミ 

ア カ デ ミ ッ ク ス キ ル ズ

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

卒 業 研 究 ６ 

合 計 ２２ １３6 １４ 
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別表第３ 

（１）健康科学部共通科目 

授 業 科 目 
必 修 単 位 選 択 単 位 

備 考 
講義又は演習 実験又は実習 講義又は演習 実験又は実習 

基

礎

関

連

科

目

健 康 科 学 概 論 

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル

基礎化学 (有機化学を含む ) 

基 礎 生 物 学 

情 報 処 理 概 論 

基 礎 統 計 処 理 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

健康栄養学科は必修 

合 計 ３ ８ 
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（２）健康栄養学科専門科目 

授 業 科 目 
必 修 単 位 選 択 単 位 

備 考 
講義又は演習 実験又は実習 講義又は演習 実験又は実習 

学
科
基
礎
科
目 

健 康 栄 養 学 

栄 養 の 基 礎 化 学 演 習 

栄 養 の 基 礎 生 物 学 演 習 

健 康 栄 養 学 基 礎 実 験 

２ 

１ 

１ 

１ 

口
腔
と
健
康 

口 腔 健 康 管 理 学 

口 腔 保 健 衛 生 学 

摂食嚥下リハビリテーション学 

口 腔 健 康 管 理 学 演 習 

２ 

２ 

２ 

１ 

社
会
・
環
境
と
健
康 

健 康 管 理 概 論 

公 衆 衛 生 学 

公 衆 衛 生 学 実 験 

社 会 福 祉 概 論 

２ 

２ 

２ 

１ 

疾

病

の

成

り

立

ち

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び

解 剖 生 理 学 １ 

解 剖 生 理 学 ２ 

解 剖 生 理 学 実 験 

構 造 生 化 学 

代 謝 生 化 学 

生 化 学 基 礎 実 験 

生 化 学 応 用 実 験 

運 動 生 理 学 

運 動 生 理 学 実 験 

病 態 と 治 療 の 基 礎 

病 態 と 治 療 （ 疾 病 論 ） 1 

病 態 と 治 療 （ 疾 病 論 ） 2 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

食

べ

物

と

健

康

食 品 学 総 論 

食品学各論（食品加工学を含む） 

食 品 学 基 礎 実 験 

食 品 学 応 用 実 験 

食 品 衛 生 学 （ 微 生 物 学 を 含 む ） 

食 品 衛 生 学 実 験 

調 理 学 

調 理 学 実 習 １ 

調 理 学 実 習 ２ 

調 理 科 学 実 験 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

栄
養
学 

基
礎 

基 礎 栄 養 学 

基 礎 栄 養 学 実 験 

２ 

１ 

応
用
栄
養
学

ラ イ フ ス テ ー ジ 栄 養 学 １

ラ イ フ ス テ ー ジ 栄 養 学 ２

応 用 栄 養 学 

応 用 栄 養 学 実 習 

２ 

２ 

２ 

１ 
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栄
養
教
育
論

健 康 行 動 科 学 

栄 養 教 育 論 

栄 養 カ ウ ン セ リ ン グ 論

栄 養 教 育 実 習 

２ 

２ 

２ 

１ 

臨

床

栄

養

学

臨 床 栄 養 学 １ 

臨 床 栄 養 学 ２ 

栄 養 ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 論 

臨 床 栄 養 管 理 学 

臨 床 栄 養 学 実 習 

臨 床 栄 養 管 理 学 実 習 

在 宅 栄 養 管 理 学 実 習 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

１ 

１ 

公
衆
栄
養
学 

公 衆 栄 養 学 １ 

公 衆 栄 養 学 ２ 

公 衆 栄 養 学 実 習 

２ 

２ 

１ 

給
食
経
営
管
理
論 

給 食 経 営 管 理 論 

フ ー ド マ ー ケ テ ィ ン グ 論

給 食 経 営 管 理 基 礎 実 習 

給 食 経 営 管 理 応 用 実 習 

食 事 管 理 計 画 演 習 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

演
習

総
合

臨 地 実 習 事 前 事 後 演 習 

健 康 栄 養 学 総 合 演 習 

１ 

１ 

臨地実習 
校 外 実 習 

臨 地 実 習 

１ 

３ 

発

展
・
応

用

科

目

看

護

・

医

療

地 域 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 論 

薬 理 学 

看護学概論・技術基礎演習 

栄養管理の統合と実践実習 

２ 

２ 

1 

１ 
健

康

科

学 

分 子 生 物 学 

食 品 機 能 論 

食 物 と ア レ ル ギ ー 

２ 

２ 

２ 
シ

ョ

ン 

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー 

グ

ロ

ー

バ

ル 

健康栄養のための英語基礎演習  

健康栄養のための英語応用演習  

国際健康栄養演習（海外研修） 

１ 

１ 

２ 

学
科
間
連
携
科
目 

緩 和 ケ ア 論 

災 害 看 護 論 

チ ー ム 医 療 連 携 論

認 知 症 看 護 援 助 論 

１ 

１ 

１ 

１ 
教
諭
科
目 

栄
養 

栄 養 教 諭 概 論 

学 校 栄 養 教 育 論 

２ 

２ 

科
目

総
合

ア カ デ ミ ッ ク ス キ ル ズ

健 康 科 学 特 論 

２ 

１ 

卒 業 研 究 ６ 

合 計 ６２ ９ ４４ １７ 
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（３）看護学科専門科目 

授 業 科 目 
必 修 単 位 選 択 単 位

備 考 
講義又は演習 実験又は実習 講義又は演習 実験又は実習 

看
護
基
礎
関
連
科
目

健
康
と
食

口 腔 健 康 管 理 学 

栄養学（生化学を含む） 

食 と 健 康 

栄 養 指 導 論 

２ 

２ 

２ 

１ 

健
康
と
心

人 間 関 係 論 

コミュニケーション論

臨 床 心 理 学 

カ ウ ン セ リ ン グ 技 術

２ 

２ 

２ 

１ 

健
康
と
支
援

生 活 と 環 境 

医 療 関 係 法 

女 性 の 健 康 科 学 

社 会 福 祉 

公 衆 衛 生 学 

保 健 統 計 学 

疫 学 

社 会 と 個 人 

保 健 医 療 福 祉 行 政 論 

保 健 行 動 論 

健 康 管 理 学 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

構
造
と
機
能 

人
体
の 

人体構造・人体機能学Ⅰ 

人体構造・人体機能学Ⅱ 

２ 

２ 

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
促
進 

病 理 / 感 染 症 学 

臨 床 薬 理 学 

病態と治療(疾病論)Ⅰ 循環・呼吸・消化 

病態と治療(疾病論)Ⅱ腎・泌尿器・内分泌・代謝・造血 

病態と治療 (疾病論 )Ⅲ 脳 神 経 ・ 運 動 ・ リ ハ ・ 放 射  

病態と治療(疾病論)Ⅳ 産婦・小児・精神 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

専

門

科

目

Ⅰ
 

基

礎

看

護

学

看 護 学 概 論 

看 護 倫 理 ・ 生 命 倫 理 

ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ  (看護生理学を含む) 

看 護 過 程 

基礎看護技術演習Ⅰ 基礎看護技術  

基礎看護技術演習Ⅱ 日常生活援助技術 

基礎看護技術演習Ⅲ 診療援助技術  

基 礎 看 護 学 実 習 Ⅰ 

基 礎 看 護 学 実 習 Ⅱ 

２ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

専

門

科

目

Ⅱ
 

臨
床
看
護
学
関
連
領
域 

成
人
看
護
学

成 人 看 護 学 概 論 

成人看護援助論Ⅰ(慢性期) 

成人看護援助論Ⅱ(急性期)  

成人看護学実習Ⅰ(慢性期) 

成人看護学実習Ⅱ(急性期) 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 
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専

門

科

目

Ⅱ

発
達
看
護
学
関
連
領
域 

小
児
看
護
学

小 児 看 護 学 概 論 

小 児 看 護 援 助 論 Ⅰ 

小 児 看 護 援 助 論 Ⅱ 

小 児 看 護 学 実 習 

２ 

１ 

１ 

２ 

母
性
看
護
学

母 性 看 護 学 概 論 

母 性 看 護 援 助 論 Ⅰ 

母 性 看 護 援 助 論 Ⅱ 

母 性 看 護 学 実 習 

２ 

１ 

１ 

２ 

地
域
包
括
ケ
ア
関
連
領
域

老
年
看
護
学

老 年 看 護 学 概 論 

老 年 看 護 援 助 論 Ⅰ 

老 年 看 護 援 助 論 Ⅱ 

老 年 看 護 学 実 習 

２ 

１ 

１ 

４ 

精
神
看
護
学

精 神 看 護 学 概 論 

精 神 看 護 援 助 論 Ⅰ 

精 神 看 護 援 助 論 Ⅱ 

精 神 看 護 学 実 習 

２ 

１ 

１ 

２ 

在
宅
看
護
学

在 宅 看 護 学 概 論 

在 宅 看 護 援 助 論 Ⅰ 

在 宅 看 護 援 助 論 Ⅱ 

在 宅 看 護 学 実 習 

２ 

１ 

１ 

２ 

専

門

科

目
Ⅲ

看

護

の

統

合

と

実

践

看 護 管 理 

医 療 安 全 

緩 和 ケ ア 論 

災 害 看 護 論 

国 際 看 護 論 

認 知 症 看 護 援 助 論 

家 族 看 護 論 

チ ー ム 医 療 連 携 論

看 護 学 研 究 方 法 論 

看護学研究ゼミナール(卒論)  

健 康 科 学 特 論 

看 護 の 統 合 と 実 践 実 習 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

学
科
間 

連
携
科
目

臨 床 栄 養 学 １ 

ライフステージ栄養学１

ライフステージ栄養学２

応 用 栄 養 学 実 習 

１ 

１ 

１ 

１ 

公

衆

衛

生

看

護

学

公 衆 衛 生 看 護 学 概 論 

公 衆 衛 生 看 護 管 理 論 

公衆衛生看護活動展開論 

公 衆 衛 生 援 助 論 Ⅰ 

公 衆 衛 生 援 助 論 Ⅱ 

公 衆 衛 生 看 護 実 習 Ⅰ 

公 衆 衛 生 看 護 実 習 Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

２ 

合 計 ８６ ２３ ２７ ６ 
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別表第４ 

（１）医療科学部共通科目 

授 業 科 目 
必 修 単 位 選 択 単 位

備 考 
講義又は演習 実験又は実習 講義又は演習 実験又は実習 

学
部
学
科
間
共
通
科
目

学
部
間
共
通
科
目

基 礎 生 物 学 

情 報 処 理 概 論 

基 礎 統 計 処 理 

口 腔 健 康 管 理 学 

ライフステージ栄養学 1

緩 和 ケ ア 論 

災 害 看 護 論 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

学
科
間
共
通
科
目 

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル

リハビリテーション医学

健康増進とリハビリテーション 

女 性 の 健 康 

教 育 学 

教 育 方 法 論 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

専
門
基
礎
分
野
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心
身
の
発
達

解 剖 学 Ⅰ 

解 剖 学 Ⅱ 

解 剖 学 実 習 

生 理 学 Ⅰ 

生 理 学 Ⅱ 

生 理 学 実 習

人 間 発 達 学

基 礎 運 動 学 

基 礎 運 動 学 演 習

臨 床 心 理 学 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進 

臨 床 医 学 概 論

病 理 ・ 感 染 学

整 形 外 科 学

神 経 内 科 学

老 年 医 学 

精 神 医 学 

内 科 学 

小 児 科 学

臨 床 検 査 診 断 概 論 

臨 床 栄 養 学 １ 

災 害 医 療

１ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

保
健
医
療
福
祉
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 概 論 

生 命 倫 理 学 

公 衆 衛 生 学 

チ ー ム 医 療 連 携 論

保 健 医 療 福 祉 制 度

 １ 

 １ 

 １ 

１ 

 １ 

作業療法学科は選択 

合  計 40 2 13 
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（２）理学療法学科専門科目 

授 業 科 目 
必 修 単 位 選 択 単 位

備 考 
講義又は演習 実験又は実習 講義又は演習 実験又は実習 

理
学
療
法
専
門
分
野
科
目 

基
礎
理
学
療
法
学 

理 学 療 法 学 概 論

機 能 障 害 病 態 論

理 学 療 法 学 研 究 法  

理 学 療 法 学 研 究 法 演 習 

理 学 療 法 卒 業 研 究  

２ 

２ 

１ 

１ 

４ 

理
学
療
法

管
理
学 

理 学 療 法 管 理 学  ２ 

理
学
療
法
評
価
学

理 学 療 法 評 価 学  

運動器障害理学療法評価学演習

神経障害理学療法評価学演習  

内部障害理学療法評価学演習  

理 学 療 法 動 作 分 析 学 演 習

理学療法評価学総合演習Ⅰ 

理学療法評価学総合演習Ⅱ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

理
学
療
法
治
療
学

基 礎 運 動 療 法 学  

運動器障害理学療法学  

運動器障害理学療法学演習  

神経筋障害理学療法学  

神経筋障害理学療法学演習  

内 部 障 害 理 学 療 法 学  

内部障害理学療法学演習  

スポーツ障害理学療法学

発達障害理学療法学演習  

老年期障害理学療法学  

義 肢 装 具 学  

義 肢 装 具 学 演 習  

物 理 療 法 学  

物 理 療 法 学 演 習  

日 常 生 活 活 動 学  

理 学 療 法 学 セ ミ ナ ー  

理学療法治療学特論Ⅰ (健康増進・予防） 

理学療法治療学特論Ⅱ（中枢神経障害 )  

理学療法治療学特論Ⅲ（内部障害）

理学療法治療学特論Ⅳ (脳機能 ) 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

 １ 

１ 

１ 

１ 

地
域
理
学 

療
法
学

地 域 理 学 療 法 学

地 域 理 学 療 法 学 演 習

２ 

１ 

臨
床
実
習 

見 学 実 習  

理 学 療 法 評 価 学 実 習  

総 合 臨 床 実 習 Ⅰ  

総 合 臨 床 実 習 Ⅱ 

地 域 理 学 療 法 臨 床 実 習 

１ 

４ 

６ 

８ 

１ 

合 計 44 20 4 
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（３）作業療法学科専門科目 

授 業 科 目 
必 修 単 位 選 択 単 位

備 考 
講義又は演習 実験又は実習 講義又は演習 実験又は実習 

作
業
療
法
専
門
分
野
科
目 

基
礎
作
業
療
法
学 

作 業 療 法 学 概 論 

基 礎 作 業 療 法 学

基 礎 作 業 療 法 学 演 習 

研 究 法 概 論 

研 究 法 演 習 

卒 業 研 究 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

作
業
療
法

管
理
学 

作 業 療 法 管 理 学 ２ 

作
業
療
法
評
価
学 

作 業 療 法 評 価 学 

作 業 療 法 評 価 学 演 習 Ⅰ

作 業 療 法 評 価 学 演 習 Ⅱ

作 業 療 法 評 価 学 演 習 Ⅲ 

作 業 療 法 動 作 分 析 学 演 習 

作 業 療 法 学 総 合 演 習 Ⅰ 

作 業 療 法 学 総 合 演 習 Ⅱ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

作
業
療
法
治
療
学

身 体 障 害 作 業 療 法 学 Ⅰ 

身 体 障 害 作 業 療 法 学 Ⅱ 

身 体 障 害 作 業 療 法 学 演 習 

義 肢 装 具 学 

義 肢 装 具 学 演 習 

精 神 障 害 作 業 療 法 学 

精 神 障 害 作 業 療 法 学 演 習 

発 達 障 害 作 業 療 法 学 

発 達 障 害 作 業 療 法 学 演 習 

老 年 期 作 業 療 法 学 

高次脳機能障害作業療法学 

高次脳機能障害作業療法学演習 

日 常 生 活 活 動 学  

日 常 生 活 活 動 学 演 習  

作 業 療 法 学 セ ミ ナ ー

作業療法治療学特論Ⅰ（学校・仕事）

作業療法治療学特論Ⅱ（生活・環境） 

作 業 療 法 治 療 学 特 論 Ⅲ （ 内 部 疾 患 )  

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

地
域
作
業 

療
法
学

地 域 作 業 療 法 学 

地 域 作 業 療 法 学 演 習 

予 防 的 作 業 療 法 学 

２ 

１ 

１ 

臨
床
実
習

臨床実習Ⅰ（見学実習） 

臨床実習Ⅱ（地域実習） 

臨床実習Ⅲ（評価実習） 

臨床実習Ⅳ（総合実習） 

臨床実習Ⅴ（総合実習） 

１ 

２ 

６ 

８ 

８ 

合 計 41 25 3 
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別表第５ 

（１）－１児童教育学科児童教育学専攻専門科目 

授 業 科 目 
必 修 単 位 選 択 単 位

備 考 
講義又は演習 実験又は実習 講義又は演習 実験又は実習 

教
育
と
保
育
の
基
礎
理
論
と
な
る
科
目

教 育 原 理 Ⅰ 

教 育 原 理 Ⅱ 

教 師 論 

教 職 入 門 

教 育 心 理 学 

道 徳 教 育 の 理 論 と 方 法 

教 育 の 方 法 と 技 術 

教 育 制 度 論 

教 育 社 会 学 

教 育 課 程 論 

保 育 の 計 画 と 評 価 

教 育 史 

特 別 支 援 教 育 論 

児 童 教 育 基 礎 演 習 

実 践 課 題 研 究 Ⅰ 

実 践 課 題 研 究 Ⅱ 

保 育 原 理 

子 ど も 家 庭 福 祉 

社 会 福 祉 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 
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教
育
と
保
育
の
理
論
と
内
容
に
関
す
る
科
目 

生 徒 指 導 論 

進 路 指 導 論 

教育相談（カウンセリングを含む） 

教職実践演習(幼・小・中） 

保育・教職実践演習（幼稚園） 

専門基礎科目Ⅰ（理科系） 

専門基礎科目Ⅱ（社会系） 

専門基礎科目Ⅲ（数学系） 

国 語 

書 道 

社 会 A 

社 会 Ｂ 

算 数 

理 科 A 

理 科 B 

理 科 C 

生 活 

音 楽 演 習 Ⅰ 

音 楽 演 習 Ⅱ 

基 礎 造 形 

体 育 

体 育 演 習 

家 庭 

外 国 語 （ 英 語 ） 演 習 Ⅰ 

外 国 語 （ 英 語 ） 演 習 Ⅱ 

特 別 活 動 の 理 論 と 方 法 

総合的学習の理論と方法 

幼 児 と 健 康 

幼 児 と 人 間 関 係 

幼 児 と 環 境 

幼 児 と 言 葉 

幼 児 と 表 現 

幼 児 理 解 の 理 論 と 方 法 

子 ど も の 理 解 と 援 助 

子 ど も の 発 達 心 理 学 

子ども家庭支援の心理学 

社 会 的 養 護 Ⅰ 

社 会 的 養 護 Ⅱ 

子 ど も の 保 健 

子 ど も の 健 康 と 安 全 

子 ど も の 食 と 栄 養 

子 ど も 家 庭 支 援 論 

子 育 て 支 援 

保 育 内 容 総 論 

乳 児 保 育 Ⅰ 

乳 児 保 育 Ⅱ 

障 害 児 保 育 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 
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教
育
と
保
育
の
実
践
を
支
え
る
科
目

子どもの科学実験指導法 

国語科教育法（書写を含む。） 

外 国 語 科 教 育 法 

社 会 科 教 育 法 

算 数 科 教 育 法 

理 科 教 育 法 

生 活 科 教 育 法 

音 楽 科 教 育 法 

図 画 工 作 科 教 育 法 

家 庭 科 教 育 法 

体 育 科 教 育 法 

保育内容演習（健康）Ⅰ 

保育内容演習（健康）Ⅱ 

保育内容演習（人間関係）Ⅰ 

保育内容演習（人間関係）Ⅱ 

保育内容演習（環境）Ⅰ 

保育内容演習（環境）Ⅱ 

保育内容演習（言葉）Ⅰ 

保育内容演習（言葉）Ⅱ 

保育内容演習（表現）AⅠ 

保育内容演習（表現）AⅡ 

保育内容演習（表現）BⅠ 

保育内容演習（表現）BⅡ 

保育内容の理解と方法（身体表現） 

保育内容の理解と方法（言語表現） 

保育内容の理解と方法（音楽表現） 

保育内容の理解と方法（造形表現） 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
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国
語
教
育
を
支
え
る
科
目 

中 学 国 語 科 教 育 法 Ｉ 

中 学 国 語 科 教 育 法 Ⅱ 

中 学 国 語 科 教 育 法 Ⅲ 

中 学 国 語 科 教 育 法 Ⅳ 

日本語学概論（日本語音声学を含む） 

日 本 語 学 研 究 

日 本 語 学 講 義 

日 本 語 学 演 習 

日 本 語 史 

日 本 語 文 法 論 

作 文 指 導 論 

読 書 指 導 論 

日 本 文 学 概 論 

日 本 文 学 史 Ｉ 

日 本 文 学 史 Ⅱ 

日 本 の 文 学 Ｉ 

日 本 の 文 学 Ⅱ 

日 本 文 学 演 習 

漢 字 表 現 

漢 文 学 

書道（書写を中心とする） 

日 本 語 文 章 論 

日 本 文 化 概 論 

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論

日本語スピーチクリニック 

比 較 文 学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

実
地
教
育
に
関
わ
る
科
目 

教 育 実 習 （ 中 ） 

教 育 実 習 指 導 （ 中 ） 

教 育 実 習 ( 小 ） 

教 育 実 習 指 導 （ 小 ） 

教 育 実 習 （ 幼 ・ 小 ） 

教育実習指導（幼・小） 

教 育 実 習 ( 幼 ） Ⅰ 

教 育 実 習 指 導 （ 幼 ） Ⅰ 

教 育 実 習 ( 幼 ） Ⅱ 

教 育 実 習 指 導 （ 幼 ） Ⅱ 

介 護 等 体 験 

教 育 内 容 演 習 Ⅰ 

教 育 内 容 演 習 Ⅱ 

社 会 活 動 実 習 

卒 業 論 文 演 習 Ⅰ 

卒 業 論 文 演 習 Ⅱ 

卒 業 論 文 演 習 Ⅲ 

卒 業 論 文 

保 育 実 習 Ⅰ A 

保 育 実 習 Ⅰ B 

保 育 実 習 指 導 Ⅰ Ａ 

保 育 実 習 指 導 Ⅰ Ｂ 

保 育 実 習 Ⅱ 

保 育 実 習 指 導 Ⅱ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

６ 

１ 

１ 

１ 

４ 

４ 

４ 

４ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 
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支
え
る
科
目

初
等
英
語
教
育
を 

外 国 語 （ 英 語 ） 演 習 Ⅲ 

外 国 語 （ 英 語 ） 演 習 Ⅳ 

異 文 化 理 解 論 

海外スクールインターンシップ 

海 外 語 学 実 習 

２ 

１ 

２ 

４ 

２ 

合 計 ５ 223 32 
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（１）－２児童教育学科幼児保育学専攻専門科目 

授 業 科 目 
必 修 単 位 選 択 単 位 

備 考 
講義又は演習 実験又は実習 講義又は演習 実験又は実習 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
福
祉

子ども家庭支援の心理学 

社 会 福 祉 Ⅰ 

社 会 福 祉 Ⅱ 

子 ど も 家 庭 福 祉 Ⅰ 

子 ど も 家 庭 福 祉 Ⅱ 

子 ど も 家 庭 支 援 論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

心

と

か

ら

だ

保 育 の 心 理 学 

臨 床 心 理 学 

幼 児 理 解 の 理 論 と 方 法 

特 別 支 援 教 育 論 
教育相談（カウンセリングを含む） 

子 ど も の 保 健 

子 ど も の 健 康 と 安 全 

子 ど も の 食 と 栄 養 

子 ど も の 理 解 と 援 助 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

１ 

保

育

と

教

育

の

理

論

と

内

容

教 師 論 

教 職 入 門 

教 育 制 度 論 

教 育 課 程 論 

保 育 の 計 画 と 評 価 

保 育 原 理 Ⅰ 

保 育 原 理 Ⅱ 

社 会 的 養 護 Ⅰ 

社 会 的 養 護 Ⅱ 

幼 児 教 育 学 原 理 

教 育 史 

幼 児 教 育 心 理 学 

音 楽 演 習 

造 形 演 習 

教 育 の 方 法 と 技 術 

保育・教職実践演習（幼稚園） 

保 育 内 容 総 論 Ⅰ 

保 育 内 容 総 論 Ⅱ 

保育内容演習（健康）Ⅰ 

保育内容演習（健康）Ⅱ 

保育内容演習（人間関係）Ⅰ 

保育内容演習（人間関係）Ⅱ 

保育内容演習（環境）Ⅰ 

保育内容演習（環境）Ⅱ 

保育内容演習（言葉）Ⅰ 

保育内容演習（言葉）Ⅱ 

保育内容演習（表現）AⅠ 

保育内容演習（表現）AⅡ 

保育内容演習（表現）BⅠ 

保育内容演習（表現）BⅡ 

保育内容演習（遊びと文化） 

幼 児 と 言 葉 

幼 児 と 健 康 

幼 児 と 人 間 関 係 

幼 児 と 表 現 

幼 児 と 環 境 

乳 児 保 育 Ⅰ 

乳 児 保 育 Ⅱ 

障 害 児 保 育 

子 育 て 支 援 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 
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保育内容の理解と方法（身体表現） 

保育内容の理解と方法（言語表現） 

保育内容の理解と方法（音楽表現）Ⅰ 

保育内容の理解と方法（造形表現） 

保育内容の理解と方法（音楽表現）Ⅱ

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

保

育

と

教

育

の

実

践

保 育 実 習 Ⅰ Ａ 

保 育 実 習 Ⅰ B 

保 育 実 習 指 導 Ⅰ Ａ 

保 育 実 習 指 導 Ⅰ Ｂ 

保 育 実 習 Ⅱ 

保 育 実 習 指 導 Ⅱ 

保 育 実 習 Ⅲ 

保 育 実 習 指 導 Ⅲ 

幼 稚 園 教 育 実 習 

幼 稚 園 教 育 実 習 指 導 

地 域 実 践 実 習 

幼 児 保 育 基 礎 演 習 

幼 児 教 育 総 合 演 習 Ⅰ 

幼 児 保 育 総 合 演 習 Ⅱ 

卒 業 論 文 演 習 Ⅰ 

卒 業 論 文 演 習 Ⅱ 

卒 業 論 文 演 習 Ⅲ 

卒 業 論 文 

海外スクールインターンシップ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

６ 

２ 

２ 

２ 

２ 

４ 

１ 

４ 

合 計 １ 109 17 
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別表第６ 

（１）－１教育の基礎的理解に関する科目等 

授 業 科 目 
単 位 数 

備 考 
必修 選択 自由 

教 師 論 

教 育 原 理 

教 育 史 

教 育 心 理 学 

教 育 制 度 論 

教 育 課 程 論 

道 徳 の 指 導 法 

特 別 活 動 の 指 導 法 

教 育 の 方 法 と 技 術 

生 徒 指 導 論 

生徒指導の理論と方法(進路指導を含む) 

教育相談(カウンセリング論を含む) 

特 別 支 援 教 育 論 

総 合 的 な 学 習 の 時 間 指 導 法 

教 育 実 習 １ 

教 育 実 習 ２ 

教 育 実 習 指 導 

栄 養 教 諭 教 育 実 習 

栄 養 教 諭 教 育 実 習 指 導 

教 職 実 践 演 習 （ 中 ・ 高 ） 

教 職 実 践 演 習 （ 栄 養 教 諭 ） 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

合 計 ３９ 

（１）－２各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む） 

授 業 科 目 
単 位 数 

備 考 
必修 必修 必修 

家 庭 科 教 育 法 １ 

家 庭 科 教 育 法 ２ 

家 庭 科 教 育 法 ３ 

家 庭 科 教 育 法 ４ 

家 庭 科 実 習 指 導 技 術 

家 庭 科 Ａ ・ Ｌ 指 導 技 術 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

合 計 １２ 
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(２)－1 健康科学部健康栄養学科 栄養士免許証を取得するための授業科目 

教育内容 

規則単位数 

授業科目 
授業 

形態 

栄養士養成課程必修単位数 

備 考 講義 

又は 

演習 

実験 

又は 

実習 

講義 

又は 

演習 

実験 

又は 

実習 

専

門

分

野

社会生活 

と健康 

４ ４ 公 衆 衛 生 学 

社 会 福 祉 概 論 

講義 

講義 

２ 

２ 

給食計画論及び給食実務論を含む 

人体の構造 

と機能 

８ 解 剖 生 理 学 １ 

解 剖 生 理 学 ２ 

解 剖 生 理 学 実 験 

構 造 生 化 学 

生 化 学 基 礎 実 験 

運 動 生 理 学 

講義 

講義 

実験 

講義 

実験 

講義 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

食品と衛生 ６ 食 品 学 総 論 

食 品 学 各 論 （ 食 品 加 工 学 を 含 む ） 

食 品 学 基 礎 実 験 

食 品 衛 生 学 （ 微 生 物 学 を 含 む ） 

食 品 衛 生 学 実 験 

講義 

講義 

実験 

講義 

実験 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

栄養と健康 ８ １０ 基 礎 栄 養 学 

基 礎 栄 養 学 実 験 

ラ イ フ ス テ ー ジ 栄 養 学 １

ラ イ フ ス テ ー ジ 栄 養 学 ２

応 用 栄 養 学 実 習

臨 床 栄 養 学 １

臨 床 栄 養 学 ２

臨 床 栄 養 学 実 習

講義 

実験 

講義 

講義 

実習 

講義 

講義 

実習 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

栄養の指導 ６ 栄 養 教 育 論 

栄養カウンセリング論 

栄 養 教 育 実 習 

公 衆 栄 養 学 １ 

講義 

講義 

実習 

講義 

２ 

２ 

２ 

１ 

給食の運営 ４ 調 理 学 

調 理 学 実 習 １ 

調 理 学 実 習 ２ 

調 理 科 学 実 験 

給 食 経 営 管 理 論 

給 食 経 営 管 理 基 礎 実 習 

給 食 経 営 管 理 応 用 実 習 

校 外 実 習 

講義 

実習 

実習 

実験 

講義 

実習 

実習 

実習 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

合 計 ３６ １４ ３８ １４ 
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(２) －2 健康科学部健康栄養学科 管理栄養士国家試験の受験資格を取得するための授業科目

教 育 内 容 

規則単位数 

授 業 科 目 

授業 

形態 

管理栄養士養成課程必修単位数 

備 考 講義 

又は 

演習 

実験 

又は 

実習 

講義 

又は 

演習 

実験 

又は 

実習 

専

門

基

礎

分

野

社会・環境 

と健康 

６ １０ 健 康 管 理 概 論 

公 衆 衛 生 学 

公衆衛生学実験 

社 会 福 祉 概 論 

講義 

講義 

実験 

講義 

２ 

２ 

２ 

１ 

人体の構造 

と機能及び 

疾病の成り立

ち 

１４ 解 剖 生 理 学 １ 

解 剖 生 理 学 ２ 

解剖生理学実験 

構 造 生 化 学 

代 謝 生 化 学 

生化学基礎実験 

生化学応用実験 

運 動 生 理 学 

運動生理学実験 

病態と治療の基礎 

病態と治療 (疾病論 )1 

病態と治療(疾病論)2 

講義 

講義 

実験 

講義 

講義 

実験 

実験 

講義 

実験 

講義 

講義 

講義 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

食べ物と健康 ８ 食 品 学 総 論 

食品学各論(食品加工学を含む) 

食品学基礎実験 

食品学応用実験 

食品衛生学(微生物学を含む) 

食品衛生学実験 

調 理 学 

調 理 学 実 習 1 

調 理 学 実 習 2 

調 理 科 学 実 験 

講義 

講義 

実験 

実験 

講義 

実験 

講義 

実習 

実習 

実験 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 
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専

門

分

野

基礎栄養学 ２ ８ 基 礎 栄 養 学 

基礎栄養学実験 

講義 

実験 

２ 

１ 

給食計画論及び給食実務論を含む 

応用栄養学 ６ ラ イ フ ス テ ー ジ 栄 養 学 １ 

ラ イ フ ス テ ー ジ 栄 養 学 ２ 

応 用 栄 養 学 

応用栄養学実習 

講義 

講義 

講義 

実習 

２ 

２ 

２ 

１ 

栄養教育論 ６ 健 康 行 動 科 学 

栄 養 教 育 論 

栄 養 カ ウ ン セ リ ン グ 論 

栄 養 教 育 実 習 

講義 

講義 

講義 

実習 

２ 

２ 

２ 

１ 

臨床栄養学 ８ 臨 床 栄 養 学 １ 

臨 床 栄 養 学 ２ 

栄養ケアマネジメント論 

臨床栄養管理学 

臨床栄養学実習 

臨床栄養管理学実習 

在宅栄養管理学実習 

講義 

講義 

講義 

講義 

実習

実習 

実習 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

公衆栄養学 ４ 公 衆 栄 養 学 1 

公 衆 栄 養 学 2 

公 衆 栄 養 学 実 習 

講義 

講義 

実習 

２ 

２ 

１ 

給食経営 

管理論 

４ 給食経営管理論 

フードマーケティング論 

給 食 経 営管 理基 礎 実 習 

給 食 経 営管 理応 用 実 習 

食事管理計画演習 

講義 

講義 

実習 

実習 

演習 

２ 

２ 

1 

１ 

１ 

総合演習 ２ 臨地実習事前事後演習 

健 康 栄 養 学 総 合 演 習 

演習 

演習 

１ 

１ 

臨地実習 ４ 校 外 実 習 

臨 地 実 習 

実習 

実習 

１ 

３ 

合 計 ６０ ２２ ６３ ２４ 
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（３）文学部児童教育学科児童教育学専攻及び幼児保育学専攻 保育士の資格を取得するための授業科目 

【告示による教科目（教養科目 児童教育学専攻、幼児保育学専攻共通）】 

系 列 授 業 科 目 
授業

形態 

単位

数 

告示による教科目（教養科目）・単位数 備考 

（選択科目の履修方法） 
必修 選択 

教

養

科

目

外

国

語

・

体

育

以

外

の

教

科

目

総 合 女 性 学 

キ ャ リ ア 入 門

哲 学 の 方 法 

心 の し く み 

文 学 の 表 現 と 鑑 賞 

歴 史 に 学 ぶ 

国 際 事 情 

日 本 国 憲 法 

く ら し の 経 済 

生 活 と 地 理 

数 学 の 世 界 

一 般 化 学 

生 命 の し く み 

生 活 の 物 理 

地 球 環 境 と 人 間 

音 楽 

美 術 

書 道 

情 報 処 理 演 習 1 

情 報 処 理 演 習 2 

日 本 語 表 現 法 1 

日 本 語 表 現 法 2 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

４単位以上選択必修 

外
国
語

総 合 英 語 Ａ - 1 

総 合 英 語 Ａ - 2 

演習 

演習 

１ 

１ 

１ 

１ 

体

育

健 康 科 学 講義 ２ ２ 

ス ポ ー ツ １

ス ポ ー ツ ２

実技 

実技 

１ 

１ 

１ 

１ 

１単位以上選択必修 

合 計 ４３ ７ ３６ 
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【告示別表第１および告示別表第２による教科目（児童教育学専攻）】 

系列 授 業 科 目 
授業

形態 

単

位

数 

告示別表
第１によ
る教科
目・単位

数 
(必修) 

告示別表第 2による教科目・単位数 
備考 

（選択科目の履修方法） 必修 選択 

保
育
の
本
質
・
目
的
に
関
す
る
科
目

保 育 原 理 

教 育 原 理 Ⅰ 

教 育 原 理 Ⅱ 

子 ど も 家 庭 福 祉 

社 会 福 祉 

子 ど も 家 庭 支 援 論 

社 会 的 養 護 Ⅰ 

教 師 論 

教 育 史 

特 別 支 援 教 育 論 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

保
育
の
対
象
の
理
解

に
関
す
る
科
目 

子どもの発達心理学 
子ども家庭支援の心理学 

子どもの理解と援助 

子 ど も の 保 健 

子 ど も の 食 と 栄 養 

教 育 心 理 学 

幼児理解の理論と方法 

講義 

講義 

演習 

講義 

演習 

講義 

演習 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目 

保 育 の 計 画 と 評 価 

保 育 内 容 総 論 

保育内容演習(健康)Ⅰ 

保育内容演習(健康)Ⅱ 
保育内容演習(人間関係)Ⅰ 

保育内容演習(人間関係)Ⅱ 

保育内容演習(環境)Ⅰ 

保育内容演習(環境)Ⅱ 

保育内容演習(言葉)Ⅰ 

保育内容演習(言葉)Ⅱ 

保育内容演習(表現)AⅠ 

保育内容演習(表現)AⅡ 

保育内容演習(表現)BⅠ 

保育内容演習(表現)BⅡ 

保育内容の理解と方法(音楽表現)  

保育内容の理解と方法(造形表現)  

保育内容の理解と方法(身体表現) 

保育内容の理解と方法(言語表現)  

乳 児 保 育 Ⅰ 

乳 児 保 育 Ⅱ 

子どもの健康と安全 

障 害 児 保 育 

社 会 的 養 護 Ⅱ 

子 育 て 支 援 

講義 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

講義 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

保
育
実
習 

保 育 実 習 Ⅰ A 

保 育 実 習 Ⅰ B 

保 育 実 習 Ⅱ 

保 育 実 習 指 導 Ⅰ A 

保 育 実 習 指 導 Ⅰ B 

保 育 実 習 指 導 Ⅱ 

実習 

実習 

実習 

演習 

演習 

演習 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

演
習

総
合

保育・教職実践演習（幼稚

園） 
演習 ２ ２ 

合 計 71 52 9 10 すべての選択科目を履修 
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【告示別表第１および告示別表第２による教科目（幼児保育学専攻）】 

系列 授 業 科 目 
授業

形態 

単

位

数 

告示別表
第１によ
る教科
目・単位

数 
(必修) 

告示別表第 2による教科目・単位数 
備考 

（選択科目の履修方法） 必修 選択 

保
育
の
本
質
・
目
的
に
関
す
る
科
目

保 育 原 理 Ⅰ 

保 育 原 理 Ⅱ 

幼 児 教 育 学 原 理 

子 ど も 家 庭 福 祉 Ⅰ 

子 ど も 家 庭 福 祉 Ⅱ 

社 会 福 祉 Ⅰ 

社 会 福 祉 Ⅱ 

子 ど も 家 庭 支 援 論 

社 会 的 養 護 Ⅰ 

教 師 論 

特 別 支 援 教 育 論 

講義 

講義 

講義 

講義 

演習 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

講義 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

保
育
の
対
象
の
理
解
に

関
す
る
科
目

保 育 の 心 理 学 
子ども家庭支援の心理学 

子どもの理解と援助 

子 ど も の 保 健 

子 ど も の 食 と 栄 養 

幼 児 教 育 心 理 学 

幼児理解の理論と方法 

臨 床 心 理 学 

講義 

講義 

演習 

講義 

演習 

講義 

演習 

演習 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目 

保 育 の 計 画 と 評 価 

保 育 内 容 総 論 Ⅰ 

保 育 内 容 総 論 Ⅱ 

保育内容演習(健康)Ⅰ 

保育内容演習(健康)Ⅱ 
保育内容演習(人間関係)Ⅰ 

保育内容演習(人間関係)Ⅱ 

保育内容演習(言葉)Ⅰ 

保育内容演習(言葉)Ⅱ 

保育内容演習(環境)Ⅰ 

保育内容演習(環境)Ⅱ 

保育内容演習(表現)AⅠ 

保育内容演習(表現)AⅡ 

保育内容演習(表現)BⅠ 

保育内容演習(表現)BⅡ 

保育内容演習(遊びと文化) 

保育内容の理解と方法(音楽表現)I

保育内容の理解と方法(音楽表現)Ⅱ 

保育内容の理解と方法(造形表現)  

保育内容の理解と方法(身体表現)  

保育内容の理解と方法(言語表現)  

乳 児 保 育 Ⅰ 

乳 児 保 育 Ⅱ 

子どもの健康と安全 

障 害 児 保 育 

社 会 的 養 護 Ⅱ 

子 育 て 支 援 

音 楽 演 習 

造 形 演 習 

講義 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

講義 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

演習 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 
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保

育

実

習

保 育 実 習 Ⅰ Ａ 

保 育 実 習 Ⅰ Ｂ 

保 育 実 習 指 導 Ⅰ A 

保 育 実 習 指 導 Ⅰ B 

保 育 実 習 Ⅱ 

保 育 実 習 Ⅲ 

保 育 実 習 指 導 Ⅱ 

保 育 実 習 指 導 Ⅲ 

実習 

実習 

演習 

演習 

実習 

実習 

演習 

演習 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

演
習

総
合

保育・教職実践演習（幼稚

園） 
演習 ２ ２ 

合 計 89 56 9 24 
保育実習、総合演習を除く３系列

から９単位以上選択必修 

別表第７ 

外国人留学生のための授業科目 

授 業 科 目 
単 位 数 

備 考 
必 修 選 択 自 由 

日 本 語 １ 

日 本 語 ２ 

日 本 語 ３ 

２ 

２ 

２ 

外国人留学生に係わる卒業の要件として修得すべき授業

科目、単位数は、第１３条別表第１及び家政学部は別表

第２の（１）、文学部は別表第３の（１）にかかわらず

外国語科目及びレベラルアーツ科目（家政学部）又は教

養科目群（文学部）の単位は、別表第５に定める日本

語、文献講読、日本事情及び日本文化の授業科目の単位

をもって代える事ができる。 

文 献 講 読 １ 

文 献 講 読 ２ 

２ 

２ 

日 本 事 情 １ 

日 本 事 情 ２ 

２ 

２ 

日 本 文 化 １ 

日 本 文 化 ２ 

２ 

２ 

計 １８ 
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別表第８ 

卒業に必要な単位数 

（１）家政学部 

  生活環境学科 

授 業 科 目 の 区 分 
卒 業 に 必 要 な 単 位 数

授業科目の区分ごとに定める必要単位数 自由選択科目 合 計 

全学共通科目 人間形成科目 

必修３単位を含めて２１単位以上 

２０ 

単位以上 

１２４ 

単位以上 

導入科目 

一般教育科目 

芸術科目 

情報・表現科目 

体育・健康科目 

外国語科目 必修４単位を含めて、８単位以上 

家政学部 

共通科目 
基礎関連科目 

必修２２単位を含めて、７５単位以上 

生活環境学科専門科目 

（２）健康科学部 

① 健康栄養学科 

② 看護学科

授 業 科 目 の 区 分 
卒 業 に 必 要 な 単 位 数 

授業科目の区分ごとに定める必要単位数 自由選択科目 合 計 

全学共通科目 人間形成科目 

必修３単位を含めて１０単位以上 

３０ 

単位以上 

１２７ 

単位以上 

一般教育科目 

芸術科目 

情報・表現科目 

体育・健康科目 

外国語科目 必修４単位を含めて、８単位以上 

健康科学部 

共通科目 
基礎関連科目 

必修７６単位を含めて、７９単位以上 

健康栄養学科専門科目 

授 業 科 目 の 区 分 
卒 業 に 必 要 な 単 位 数 

授業科目の区分ごとに定める必要単位数 合 計 

全学共通科目 人間形成科目 

必修７単位を含めて１１単位以上 

１２７ 

単位以上 

一般教育科目 

芸術科目 

情報・表現科目 

体育・健康科目 

外国語科目 

健康科学部 

共通科目 
基礎関連科目 

必修１１２単位を含めて、１１６単位以上 

看護学科専門科目 
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(３)医療科学部 

① 理学療法学科

② 作業療法学科

授 業 科 目 の 区 分 
卒 業 に 必 要 な 単 位 数 

授業科目の区分ごとに定める必要単位数 合 計 

全学共通科目 人間形成科目 

必修７単位を含めて１４単位以上 

１２７ 

単位以上 

一般教育科目 

芸術科目 

外国語科目 

情報・表現科目 

体育・健康科目 

学部学科間共通科目 

必修１０６単位を含めて１１３単位上 専門基礎分野科目 

理学療法専門分野科目 

授 業 科 目 の 区 分 
卒 業 に 必 要 な 単 位 数 

授業科目の区分ごとに定める必要単位数 合 計 

全学共通科目 人間形成科目 

必修１４単位を含めて２９単位以上 
１３０ 

単位以上 

一般教育科目 

芸術科目 

外国語科目 

情報・表現科目 

体育・健康科目 

学部学科間共通科目 

専門基礎分野科目 必修１００単位を含めて１０１単位以上 

作業療法専門分野科目 
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（４）文学部 

 ①―１ 児童教育学科 児童教育学専攻 

授 業 科 目 の 区 分 
卒 業 に 必 要 な 単 位 数 

授業科目の区分ごとに定める必要単位数 自由選択科目 合 計 

全学共通科目 人間形成科目 

必修３単位を含めて９単位以上 

２９単位 

以上 

１２９ 

単位以上 

一般教育科目 

芸術科目 

外国語科目 
必修８単位を含めて１０単位以上 

情報・表現科目 

体育・健康科目 １単位以上 

児童教育学科 

児童教育学専攻専門科目 

５単位必修 

７５単位選択 

 ①―２ 児童教育学科 幼児保育学専攻 

授 業 科 目 の 区 分 
卒 業 に 必 要 な 単 位 数 

授業科目の区分ごとに定める必要単位数 自由選択科目 合 計 

全学共通科目 人間形成科目 

必修３単位を含めて１１単位以上 

３０単位 

以上 

１２９ 

単位以上 

一般教育科目 

芸術科目 

外国語科目 
必修８単位を含めて１０単位以上 

情報・表現科目 

体育・健康科目 １単位以上 

児童教育学科 

幼児保育学専攻専門科目 

１単位必修 

７６単位選択 

備考：１ 別表第８の各表における「自由選択科目」について 

（１）授業科目の区分ごとに定められた卒業に必要な単位数のほか、自由選択科目として、全学共通 

科目、学部共通科目及び学科専門科目から、各学科・専攻ごとに定められた単位数を修得する 

 ものとする。 

（２）自由選択科目には、他の学部・学科・専攻に開設されている授業科目を履修した単位、並びに 

単位互換協定に基づき、特別聴講生として他の大学又は短期大学の授業科目を履修し修得した 

単位を算入することができる。 
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別表第９ 

（１）授業料、実験実習費、教育充実費 

項目 

学科 

入学 

年度 

入学金 

円 

学則第３７条の２ 第１項に該当するものを除く  
学則第３７条の２ 第１項に該当するものに適用する 

（ 長 期 履 修 学 生 ） 

授業料 円 

（年額） 

実験実習費 円 

（年額） 

教育充実費 円 

（年額） 

授業料 円 

（１単位あたり） 

実験実習費 円 

（１単位あたり） 

教育充実費 円 

（1単位あたり） 

家
政
学
部

生
活
環
境
学
科 

令和 4年度 

200,000 745,000 20,000 380,000 24,000 700 12,300 
令和 3年度 

令和 2年度 

令和元年度 

健
康
科
学
部

学
科 

健
康
栄
養 

令和 4年度 

200,000 760,000 35,000 380,000 24,000 1,200 12,300 
令和3年度 

令和2年度 

令和元年度 

学
科 

看
護 

令和 4年度 

200,000 820,000 300,000 380,000 26,000 9,500 12,300 
令和3年度 

令和2年度 

令和元年度 

医

療

科

学

部 

作

業

療

法

学

科 

理

学

療

法

学

科 

令和 4年度 200,000 800,000 250,000 380,000 25,000 7,700 12,300 

文

学

部 

児
童
教
育
学
科

令和 4年度 

200,000 755,000 30,000 380,000 24,000 1,000 12,300 
令和 3年度 

令和 2年度 

令和元年度 

納付方法 

本学所定の用紙に

より、指定の銀行

に振り込む。 

１ 納付者の口座からの振替による。 

２ 学期（６か月）分を前納する。 

１ 納付者の口座からの振替による。 

２ 学期（６か月）ごとの納付金額は、１単位あたりの金額に 

該当学期の履修単位数を乗じた額とする。 

納付期日 指定の日 

備考：１ 入学金は、入学年度のみ納入するものとする。 

２ 長期履修学生に係わる入学金は、３年分割で納入することができることとする。 

（２）在籍料（休学者に適用する） 

金 額 納付方法 期日 

（半期）50,000 円 指定の銀行に振り込む 指定の日 

（３）科目等履修料（１単位あたり） 

金 額 納付方法 期日 

講義科目 11,000 円 
指定の銀行に振り込む 指定の日 

演習・実験・実習科目 17,000 円 

別表第１０（入学検定料・検定料） 

学部等 金 額 納付方法 期日 

家政学部 

健康科学部 

医療科学部 

文学部 

（入学検定料） 

35,000 円 本学所定の用紙により、指

定の銀行に振り込む。 願書提出の日 

科目等履修生 （検定料）35,000 円 指定の銀行に振り込む 
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令和３年３月１７日 

名古屋女子大学 学則変更の事由及び時期を記載した事項 

医療科学部理学療法学科、作業療法学科の設置、文学部児童教育学科児童教育学専攻・幼児保育

学専攻の定員変更に伴い、条文及び別表を次のとおり変更する。 

１ 条文 

（１） 第２条 医療科学部理学療法学科、作業療法学科の設置、文学部児童教育学科児童教育学

専攻・幼児保育学専攻の定員変更に伴い入学定員、収容定員の内容を変更する。 

（２）第２条の２ 第３項 医療科学部理学療法学科、作業療法学科を加える。 

（３）第１０条 理学療法士国家試験受験資格、作業療法士国家試験受験資格を加える。 

（４）第１４条（６）理学療法士国家試験受験資格、医療科学部理学療法学科を加える。 

（５）第１４条（７）作業療法士国家試験受験資格、医療科学部作業療法学科を加える。 

（６）改正に伴う経過規定を附則に定める。 

２ 別表 

別表第１ 外国語科目の備考に医療科学部の必修単位数を追加する。 

  別表第３ （１）医療科学部共通科目を設置する。 

（２）理学療法学科専門科目を設置する。 

（３）作業療法学科専門科目を設置する。 

別表第８ 卒業に必要な単位数について、医療科学部理学療法学科、作業療法学科を加える。 

  別表第９ （１）授業料、実験実習費、教育充実費について、医療科学部理学療法学科、作業

療法学科を加える。 

  別表第１０ 入学検定料・検定料について、医療科学部を加える。 

３ 変更の時期 

   令和４年４月１日 
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名 古 屋 女 子 大 学 学 則 の 一 部 改 正 案 

変 更 部 分 の 新 旧 比 較 対 照 表

変 更 案 現 行 

（ 略 ） 

第２章 組 織 

（学部、学科、収容定員及び教育目的） 

第２条 本学に家政学部生活環境学科、健康科学部健康栄養学科及び看護学科、 

医療科学部理学療法学科及び作業療法学科並びに文学部児童教育学科（児童教

育学専攻・幼児保育学専攻）を置き、収容定員は、次のとおりとする。 

学 部 学 科 ・ 専 攻 入学定員 収容定員 

家政学部 生活環境学科 ８０名 ３２０名 

健康科学部 
健康栄養学科 １６０名 ６４０名 

看護学科 ８０名 ３２０名 

医療科学部 
理学療法学科 ５０名 ２００名 

作業療法学科 ３０名 １２０名 

文学部 児童教育学科 
児童教育学専攻 ８０名 ３２０名 

幼児教育学専攻 １２０名 ４８０名 

２ 学部、学科及び専攻の教育目的 

（１）家政学部

（省略）

生活環境学科

（省略）

（２）健康科学部

（省略）

（３）医療科学部

地域住民の健康の維持と増進、疾病と障害の予防に対し、専門知識と技能を生

かして社会貢献できる、また、人を思いやる心を持って医療専門的能力を発揮で

きる女性の理学療法士と作業療法士の養成を目的とする。 

① 理学療法学科

理学療法の対象となる人々に対し、理学療法を用い健康とより豊かな生活を可

能にする支援を実践し、社会に貢献できる人材の育成を目的とする。 

② 作業療法学科

  活動制限や参加制約による「生活障害」のある人々に対し、作業療法を持って

生活の再構築の支援を実践し社会に貢献できる人材の育成を目的とする。 

（４）文学部

（省略）

（中 略） 

第４章 教育課程と履修方法及び単位修得の認定 

（授業科目） 

第９条 教育課程は、各授業科目を全学共通科目、学部共通科目、学科専門科目に区分し、

これを必修科目と選択科目に分け、各年次に配当して編成する。 

第 10 条 本学の授業科目の中に教育職員免許状、栄養士免許証、管理栄養士国家試験受験資

格、看護師、保健師、理学療法士国家試験受験資格、作業療法士国家試験受験資格及び保

育士の資格取得に必要な科目をおく。 

（中 略） 

（免許、資格の取得） 

第14条 次の各号に示す免許、資格を取得しようとする者は、当該学科・専攻に入学し、前

条に規定する卒業に必要な単位と、各種免許、資格取得に係る根拠法令に規定する単位を

（ 略 ） 

第２章 組 織 

（学部、学科、収容定員及び教育目的） 

第２条 本学に家政学部生活環境学科、健康科学部健康栄養学科及び看護学科並びに文学

部児童教育学科（児童教育学専攻・幼児保育学専攻）を置き、収容定員は、次のとおりと

する。 

学 部 学 科 ・ 専 攻 入学定員 収容定員 

家政学部 生活環境学科 ８０名 ３２０名 

健康科学部 
健康栄養学科 １６０名 ６４０名 

看護学科 ８０名 ３２０名 

文学部 児童教育学科 
児童教育学専攻 １２０名 ４８０名 

幼児保育学専攻 １６０名 ６４０名 

２ 学部、学科及び専攻の教育目的 

（１）家政学部

（省略）

生活環境学科

（省略）

（２）健康科学部

（省略）

（３）文学部

（省略）

（中 略） 

第４章 教育課程と履修方法及び単位修得の認定 

（授業科目） 

第９条 教育課程は、各授業科目を全学共通科目、学部共通科目、学科専門科目に区分し、

これを必修科目と選択科目に分け、各年次に配当して編成する。 

第 10 条 本学の授業科目の中に教育職員免許状、栄養士免許証、管理栄養士国家試験受

験資格、看護師、保健師及び保育士の資格取得に必要な科目をおく。 

（中 略） 

（免許、資格の取得） 

第14条 次の各号に示す免許、資格を取得しようとする者は、当該学科・専攻に入学し、

前条に規定する卒業に必要な単位と、各種免許、資格取得に係る根拠法令に規定する単位
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変 更 案 現 行 

修得しなければならない。 

（中 略） 

(2) 栄養士免許証（栄養士法、同法施行令及び同法施行規則）

健康科学部 健康栄養学科

(3) 管理栄養士国家試験の受験資格（栄養士法、同法施行令及び管理栄養士学校指定規則） 

健康科学部 健康栄養学科

(4) 看護師国家試験の受験資格（保健師助産師看護師法及び同法施行規則）

健康科学部 看護学科

（5） 保健師国家試験の受験資格（保健師助産師看護師法及び同法施行規則）

健康科学部 看護学科

（6） 理学療法士国家試験の受験資格（理学療法士及び作業療法士法及び同法施行規則）

 医療科学部理学療法学科 

（7） 作業療法士国家試験の受験資格（理学療法士及び作業療法士法及び同法施行規則）

 医療科学部作業療法学科 

(8) 保育士の資格（児童福祉法施行規則・厚生労働省告示等）

文学部  児童教育学科児童教育学専攻

文学部  児童教育学科幼児保育学専攻

（中 略） 

附 則 
１ この学則は令和4年4月1日から施行する。 
２ 令和3年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 
３ 第２条の規定にかかわらず令和4年度から令和6年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

（中 略） 

学  部・学  科 
令和4年度 令和5年度 令和6年度 備  考 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員  

家

政

学

部

食 物 栄 養

学 科 
― １６０名 ― ― ― ― 

平成３１年度から募集

停止 

平成３１年度から募集

停止 

平成３１年度から設置 

平成３１年度から設置 

平令和4年度から設置 

 

生 活 環 境

学 科 
８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

家 政 経 済

学 科 
― ８０名 ― ― ― ― 

健
康
科
学
部

健 康 栄 養

学 科 
１６０名 ４８０名 

１６０
名 

６４０名 
１６０
名 

６４０名 

看 護 学 科 ８０名 ２４０名 ８０名 ３２０名 ８０名 ３２０名 

医
療
科
学
部

理学療法学科 ５０名 ５０名 ５０名 １００名 ５０名 １５０名 

作業療法学科 ３０名 ３０名 ３０名 ６０名 ３０名 ９０名 

文
学
部

児童教育学科 

児童教育学専攻 

幼児保育学専攻 

２００名 
８０名 
１２０名 

１０４０名 
４４０名 
６００名 

２００名 
８０名 
１２０名 

９６０名 
４００名 
５６０名 

２００名 
８０名 
１２０名 

８８０名 
３６０名 
５２０名 

を修得しなければならない。 

（中 略） 

(2) 栄養士免許証（栄養士法、同法施行令及び同法施行規則）

健康科学部 健康栄養学科

(3) 管理栄養士国家試験の受験資格（栄養士法、同法施行令及び管理栄養士学校指定

規則）

健康科学部 健康栄養学科

(4) 看護師国家試験の受験資格（保健師助産師看護師法及び同法施行規則）

健康科学部 看護学科

（5） 保健師国家試験の受験資格（保健師助産師看護師法及び同法施行規則）

健康科学部 看護学科

（以下略） 
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変 更 案 現 行 

別表第１ 

（中 略） 

授 業 科 目 

必 修 単 位 選 択 単 位 

備 考 講義又は

演習 

実験又は

実習 

講義又は

演習 

実験又は

実習 

外
国
語
科
目

B a s i c  E n g l i s h 1 

B a s i c  E n g l i s h 2 

A d v a n c e d  E n g l i s h 1 

A d v a n c e d  E n g l i s h 2 

総 合 英 語 Ａ － １ 

総 合 英 語 Ａ － ２ 

総 合 英 語 Ｂ － １ 

総 合 英 語 Ｂ － ２ 

初 級 フ ラ ン ス 語 １ 

初 級 フ ラ ン ス 語 ２ 

中 級 フ ラ ン ス 語 

初 級 中 国 語 １ 

初 級 中 国 語 ２ 

中 級 中 国 語 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 家政学部 生活環境学科 

  必修  ４単位 

  選択必修４単位 合計 ８単位以上 

2. 健康科学部

（1）健康栄養学科

必修  ４単位

選択必修４単位 合計 ８単位以上

（2）看護学科は英語科目 4 単位必修 

3.医療科学部は英語科目 4 単位必修

4.文学部は英語科目８単位必修

（中 略） 

別表第４ 

（１）医療科学部共通科目

授 業 科 目 
必 修 単 位 選 択 単 位 備      

考 講義又は演習 実験又は実習 講義又は演習 実験又は実習 

学
部
学
科
間
共
通
科
目

学
部
間
共
通
科
目

基 礎 生 物 学 

情 報 処 理 概 論 

基 礎 統 計 処 理 

口 腔 健 康 管 理 学 

ライフステージ栄養学 1

緩 和 ケ ア 論 

災 害 看 護 論 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

学
科
間
共
通
科
目

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル

リハビリテーション医学

健康増進とリハビリテーション 

女 性 の 健 康 

教 育 学 

教 育 方 法 論 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

専
門
基
礎
分
野
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心
身
の
発
達 

解 剖 学 Ⅰ 

解 剖 学 Ⅱ 

解 剖 学 実 習 

生 理 学 Ⅰ 

生 理 学 Ⅱ 

生 理 学 実 習

人 間 発 達 学

基 礎 運 動 学 

基 礎 運 動 学 演 習

臨 床 心 理 学 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進 

臨 床 医 学 概 論

病 理 ・ 感 染 学

整 形 外 科 学

神 経 内 科 学

老 年 医 学 

精 神 医 学 

内 科 学 

小 児 科 学

臨 床 検 査 診 断 概 論 

臨 床 栄 養 学 １ 

災 害 医 療

１ 

２ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

別表第１ 

（中 略） 

授 業 科 目 

必 修 単 位 選 択 単 位 

備

考 

講義又は

演習 

実験又は

実習 

講義又は

演習 

実験又は

実習 

外
国
語
科
目

B a s i c  E n g l i s h 1 

B a s i c  E n g l i s h 2 

A d v a n c e d  E n g l i s h 1 

A d v a n c e d  E n g l i s h 2 

総 合 英 語 Ａ － １ 

総 合 英 語 Ａ － ２ 

総 合 英 語 Ｂ － １ 

総 合 英 語 Ｂ － ２ 

初 級 フ ラ ン ス 語 １ 

初 級 フ ラ ン ス 語 ２ 

中 級 フ ラ ン ス 語 

初 級 中 国 語 １ 

初 級 中 国 語 ２ 

中 級 中 国 語 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 家政学部 生活環境学科 

  必修  ４単位 

  選択必修４単位 

合計 ８単位以上 

2. 健康科学部

（1）健康栄養学科

必修  ４単位

選択必修４単位

合計 ８単位以上

（2）看護学科は英語科目 4

単位必修 

3 文学部は英語科目８

単位必修 

  （以下略） 
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保
健
医
療
福
祉
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 概 論

生 命 倫 理 学 

公 衆 衛 生 学 

チ ー ム 医 療 連 携 論

保 健 医 療 福 祉 制 度

１ 

１ 

 １ 

１ 

１ 

作業療法学科は選択 

合  計 40 2 13 

（２）理学療法学科専門科目

授 業 科 目 
必 修 単 位 選 択 単 位 備      

考 講義又は演習 実験又は実習 講義又は演習 実験又は実習 

理
学
療
法
専
門
分
野
科
目

基
礎
理
学
療
法
学 

理 学 療 法 学 概 論

機 能 障 害 病 態 論

理 学 療 法 学 研 究 法  

理 学療 法学 研究 法演習 

理 学 療 法 卒 業 研 究  

２ 

２ 

１ 

１ 

４ 

理
学
療

法
管
理

学
理 学 療 法 管 理 学

２ 

理
学
療
法
評
価
学

理 学 療 法 評 価 学  

運動器障害理学療法評価学演習

神経障害理学療法評価学演習  

内部障害理学療法評価学演習  

理 学 療 法 動 作 分 析 学 演 習

理学療法評価学総合演習Ⅰ  

理学療法評価学総合演習Ⅱ  

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

理
学
療
法
治
療
学

基 礎 運 動 療 法 学

運動器障害理学療法学

運動器障害理学療法学演習 

神経筋障害理学療法学  

神経筋障害理学療法学演習 

内 部 障 害 理 学 療 法 学  

内部障害理学療法学演習  

スポーツ障害理学療法学

発達障害理学療法学演習

老年期障害理学療法学

義 肢 装 具 学

義 肢 装 具 学 演 習

物 理 療 法 学

物 理 療 法 学 演 習

日 常 生 活 活 動 学

理 学 療 法 学 セ ミ ナ ー

理学療法治療学特論Ⅰ (健康増進・予防） 

理学療法治療学特論Ⅱ（中枢神経障害 )  

理学療法治療学特論Ⅲ（内部障害）

理学療法治療学特論Ⅳ (脳機能 ) 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

地
域
理
学

療
法
学

地 域 理 学 療 法 学

地 域 理 学 療 法 学 演 習

２ 

１ 

臨
床
実
習

見 学 実 習  

理 学 療 法 評 価 学 実 習  

総 合 臨 床 実 習 Ⅰ  

総 合 臨 床 実 習 Ⅱ 

地 域 理 学 療 法 臨 床 実 習 

１ 

４ 

６ 

８ 

１ 

合 計 44 20 4 

（３）作業療法学科専門科目

授 業 科 目 
必 修 単 位 選 択 単 位 備      

考 講義又は演習 実験又は実習 講義又は演習 実験又は実習 

作
業
療
法
専
門
分
野
科
目

基
礎
作
業
療
法
学

作 業 療 法 学 概 論 

基 礎 作 業 療 法 学

基 礎 作 業 療 法 学 演 習 

研 究 法 概 論 

研 究 法 演 習 

卒 業 研 究 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

作
業
療

法
管
理

学 作 業 療 法 管 理 学 ２ 
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作
業
療
法
評
価
学

作 業 療 法 評 価 学 

作 業 療 法 評 価 学 演 習 Ⅰ

作 業 療 法 評 価 学 演 習 Ⅱ

作 業 療 法 評 価 学 演 習 Ⅲ 

作 業 療 法 動 作 分 析 学 演 習 

作 業 療 法 学 総 合 演 習 Ⅰ 

作 業 療 法 学 総 合 演 習 Ⅱ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

作
業
療
法
治
療
学

身 体 障 害 作 業 療 法 学 Ⅰ 

身 体 障 害 作 業 療 法 学 Ⅱ 

身 体 障 害 作 業 療 法 学 演 習 

義 肢 装 具 学 

義 肢 装 具 学 演 習 

精 神 障 害 作 業 療 法 学 

精 神 障 害 作 業 療 法 学 演 習 

発 達 障 害 作 業 療 法 学 

発 達 障 害 作 業 療 法 学 演 習 

老 年 期 作 業 療 法 学 

高次脳機能障害作業療法学 

高次脳機能障害作業療法学演習 

日 常 生 活 活 動 学  

日 常 生 活 活 動 学 演 習  

作 業 療 法 学 セ ミ ナ ー

作業療法治療学特論Ⅰ（学校・ 仕 事 ）

作業療法治療学特論Ⅱ（生活・ 環境） 

作 業 療 法 治 療 学 特 論 Ⅲ （ 内 部 疾 患 )  

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

地
域
作
業

療
法
学

地 域 作 業 療 法 学 

地 域 作 業 療 法 学 演 習 

予 防 的 作 業 療 法 学 

２ 

１ 

１ 

臨
床
実
習

臨床実習Ⅰ（見学実習） 

臨床実習Ⅱ（地域実習） 

臨床実習Ⅲ（評価実習） 

臨床実習Ⅳ（総合実習） 

臨床実習Ⅴ（総合実習） 

１ 

２ 

６ 

８ 

８ 

合 計 41 25 3 

（以下略） 

別表第８ 

卒業に必要な単位数 

（中 略） 

(３)医療科学部 

① 理学療法学科

授 業 科 目 の 区 分 
卒 業 に 必 要 な 単 位 数 

授業科目の区分ごとに定める必要単位数 合 計 

全学共通科目 人間形成科目 

必修７単位を含めて１４単位以上 

１２７ 

単位以上 

一般教育科目 

芸術科目 

外国語科目 

情報・表現科目 

体育・健康科目 

学部学科間共通科目 

必修１０６単位を含めて１１３単位上 専門基礎分野科目 

理学療法専門分野科目 

別表第７ 

卒業に必要な単位数 

（以下略） 
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② 作業療法学科

（以下略） 

別表第９ 

（１）授業料、実験実習費、教育充実費

項目 

学科 

入学 

年度 

入学金 

円 

学則第３７条の２  第１項に該当するものを除く
学則第３７条の２ 第１項に該当するものに適用する

（ 長 期 履 修 学 生 ） 

授業料 円 

（年額） 

実験実習費 円 

（年額） 

教育充実費 円 

（年額） 

授業料 

円 

（１単位あた

り） 

実験実習費 

円 

（１単位あた

り） 

教育充実費 

円 

（1単位あた

り） 

家
政
学
部

生
活
環
境
学
科 

令和 4年度 

200,000 745,000 20,000 380,000 24,000 700 12,300 
令和 3年度 

令和 2年度 

令和元年度 

健
康
科
学
部

学
科

健
康
栄
養 

令和 4年度 

200,000 760,000 35,000 380,000 24,000 1,200 12,300 
令和3年度 

令和2年度 

令和元年度 

学
科 

看
護 

令和 4年度 

200,000 820,000 300,000 380,000 26,000 9,500 12,300 
令和3年度 

令和2年度 

令和元年度 

医

療

科

学

部 

作

業

療

法

学

科

理

学

療

法

学

科 

令和 4年度 200,000 800,000 250,000 380,000 25,000 7,700 12,300 

文

学

部 

児
童
教
育
学
科

令和 4年度 

200,000 755,000 30,000 380,000 24,000 1,000 12,300 
令和 3年度 

令和 2年度 

令和元年度 

納付方法 

本学所定の用

紙により、指

定の銀行に振

り込む。 

１ 納付者の口座からの振替による。 

２ 学期（６か月）分を前納する。 

１ 納付者の口座からの振替による。 

２ 学期（６か月）ごとの納付金額は、１単位

あたりの金額に 

該当学期の履修単位数を乗じた額とする。 

納付期日 指定の日 

備考：１ 入学金は、入学年度のみ納入するものとする。 

２ 長期履修学生に係わる入学金は、３年分割で納入することができることとする。 

（２）在籍料（休学者に適用する）

金 額 納付方法 期日 

（半期）50,000 円 指定の銀行に振り込む 指定の日 

（３）科目等履修料（１単位あたり）

金 額 納付方法 期日 

講義科目 11,000 円 
指定の銀行に振り込む 指定の日 

演習・実験・実習科目 17,000 円 

授 業 科 目 の 区 分 
卒 業 に 必 要 な 単 位 数 

授業科目の区分ごとに定める必要単位数 合 計 

全学共通科目 人間形成科目 

必修１４単位を含めて２９単位以上 
１３０ 

単位以上 

一般教育科目 

芸術科目 

外国語科目 

情報・表現科目 

体育・健康科目 

学部学科間共通科目 

専門基礎分野科目 必修１００単位を含めて１０１単位以上 

作業療法専門分野科目 

別表第８ 

（１）授業料、実験実習費、教育充実費

項目 

学科 

入学 

年度 

入学金 

円 

学則第３７条の２ 第１項に該当するものを除く
学則第３７条の２ 第１項に該当するものに適用する

（ 長 期 履 修 学 生 ） 

授業料 円 

（年額） 

実験実習費 

円 

（年額） 

教育充実費 

円 

（年額） 

授業料 

円 

（１単位あ

たり） 

実験実習

費 円 

（１単位あ

たり） 

教育充実費 円 

（1 単位あたり） 

家
政
学
部

生
活
環
境
学
科 

令和 3年度 

200,000 745,000 20,000 380,000 24,000 700 12,300 
令和 2年度 

令和元年度 

平成 29年度 

健
康
科
学
部

健
康
栄
養
学
科 

令和 3年度 

200,000 760,000 35,000 380,000 24,000 1,200 12,300 令和 2年度 

令和元年度 

看
護
学
科 

令和 3年度 

200,000 820,000 300,000 380,000 26,000 9,500 12,300 令和 2年度 

令和元年度 

文

学

部 

児
童
教
育
学
科

令和 3年度 

200,000 755,000 30,000 380,000 24,000 1,000 12,300 
令和 2年度 

令和元年度 

平成 30年度 

納付方法 

本学所定の用紙

により、指定の

銀行に振り込

む。 

１ 納付者の口座からの振替による。 

２ 学期（６か月）分を前納する。 

１ 納付者の口座からの振替による。 

２ 学期（６か月）ごとの納付金額は、１単位あた

りの金額に 

該当学期の履修単位数を乗じた額とする。 

納付期日 指定の日 

備考：１ 入学金は、入学年度のみ納入するものとする。 

２ 長期履修学生に係わる入学金は、３年分割で納入することができることとす

る。 

（２）在籍料（休学者に適用する）

金 額 納付方法 期日 

（半期）50,000 円 指定の銀行に振り込む 指定の日 

（３）科目等履修料（１単位あたり）

金 額 納付方法 期日 

講義科目 11,000 円 
指定の銀行に振り込む 指定の日 

演習・実験・実習科目 17,000 円 
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別表第１０（入学検定料・検定料） 

学部等 金 額 納付方法 期日 

家政学部 

健康科学部 

医療科学部 

文学部 

（入学検定料） 

35,000 円 本学所定の用紙により、指

定の銀行に振り込む。 願書提出の日 

科目等履修生 （検定料）35,000 円 指定の銀行に振り込む 

（以下略） 

別表第９（入学検定料・検定料） 

学部等 金 額 納付方法 期日 

家政学部 

健康科学部 

文学部 

（入学検定料） 

35,000 円 
本学所定の用紙により、指

定の銀行に振り込む。 願書提出の日 

科目等履修生 （検定料）35,000 円 指定の銀行に振り込む 

（以下略） 
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名古屋女子大学 医療科学部教授会規程（案）

令和 4 年 4 月 1 日 制定 

（趣旨） 

第 1 条 名古屋女子大学学則第 51 条の規定に基づき、名古屋女子大学医療科学部教授会（以下「教授

会」という。）に関し、必要な事項を定める。 

（構成員） 

第 2条 教授会は、専任の教授および学科長をもって構成する。 

2 学園長、副学園長、学長、副学長は教授会に出席し、意見を述べることができる。 

3 学部長が必要と認めるときは、教授会に構成員以外の者を出席させ、意見を聴くことができる。 

（審議事項） 

第3条 教授会は、次の各号に掲げる事項について学長が決定を行うに当たり意見を述べるものとする。

ただし、教員の任用、昇任については別に定める名古屋女子大学教員選考規程による。 

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了に関すること

(2) 学位の授与に関すること

(3) 教育課程に関すること

(4) 単位認定に関すること

2 教授会は、前項に規定するもののほか、次に掲げる事項について審議し、学長の求めに応じ、意

見を述べることができる。 

(1) 学術の研究、教授内容および教授法に関すること

(2) 大学教育の普及および成人教育に関すること

(3) 諸規程に関すること

(4) その他、学長が教育上必要と認めること

（議長） 

第 4条 学部長は教授会を召集し、その議長となる。ただし、学部長に事故あるときは、学長が指名し

た代理者がその職務を代行する。 

（教授会の開催） 

第 5条 教授会は、原則として毎月 1回開く。 

ただし、学部長が必要と認めたとき、または構成員の 3 分の 1 以上の要求があるときは、臨時にこ

れを開くことができる。 

第 6条 教授会召集の日時、付議すべき議案は開会の前日までにこれを告示しなければならない。 

（議事） 

第 7条 教授会は構成員の 3分の 2以上の出席がなければ議事を開くことはできない。 

第 8条 教授会の議事は本規程に特別の定めがある場合を除き、出席構成員の過半数でこれを決し、可

否同数のときは、議長の決するところによる。 

（会議等の設置） 

第 9条 各学科所属の専任の教授、准教授、講師および助教をもって構成する学科会議を置く。 

2 学科会議に関する事項は別に定める。 
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3 教授会が必要と認めた場合には、第 3条に関する各種会議を設けることができる。 

（事務） 

第 10 条 教授会に関する事務は、大学事務局総務課において処理する。 

2 教授会の会議録の作成については別にこれを定める。 

（雑則） 

第 11 条 この規則に定めるもののほか、教授会に関し必要な事項は、学長が定める。 

（規程の改廃） 

第 12 条 この規程の改廃は、学長が行う。 

附 則 

この規程は、令和 4 年 4 月 1 日から施行する。
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